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会議録 
令和 7年 9月 3日（水）場所 3階 議場 

 

会 議 名：第 3 回令和 6年度木古内町決算審査特別委員会 

出席委員：新井田委員長、廣瀬副委員長、平野委員、竹田委員、安齋委員、相澤委員 

苅部委員、吉田委員 

欠席委員：なし 

オブザーバー：又地議長 

会議時間 午前 9時 30分～午後 4時 16分 

事 務 局 片桐、工藤 

 

開 会 

1.委員長挨拶 

新井田委員長 定刻になりましたので、ただいまから 9月 2日に続き、第 3回令和 6年度木

古内町決算審査特別委員会を開会いたします。 

 ただいまの出席委員は、8名でございます。 

 よって、委員会条例第 14条の規定による、委員の定足数に達しておりますので、委員会

は成立いたしました。 

 ただちに本日の会議を開きます。 

 改めまして、どうもおはようございます。 

 きのうに引き続き、大変ご苦労様でございます。 

 

 

2.審査事項 

（1）保健福祉課 

新井田委員長 きょうの審議内容については、別紙配付のとおりでございますが、きょうは

保健福祉課、税務課、町民課、病院事業という形で、審査の内容になっております。 

 はじめに、保健福祉課保健推進グループ、保健衛生費、介護サービス事業会計、国保特別

会計について、ご審議をいただけるということで、早速説明を求めたいと思います。 

 吉田（宏）課長。 

吉田（宏）保健福祉課長 改めまして、おはようございます。 

 それでは、私のほうから保健福祉課、いま保健福祉グループになっておりますが、保健福

祉グループの保健推進担当の所管の決算について、担当の菅原主査がいま現在育児休業中と

いうことで、私が主査兼務ということで発令を受けておりますので、私のほうからご説明を

申し上げます。 

 それでは、一般会計歳出からご説明いたします。 

 決算書の 74ページから 75ページのほうをお開き願います。 

3款 民生費、1項 社会福祉費、5目 保健福祉総務費 決算額が 1億 8,150万 6,159

円です。 

支出の主なものや前年比で増減が大きかったものについて、ご説明させていただきます。 
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 19節の扶助費についてです。 

扶助費全体の不用額が 417万 9,112円となっております。 

主な理由としましては、障害者介護給付・訓練等給付費と障害者自立支援医療費の利用実

績が見込みよりも少なかったことによるものです。 

それと、身体障害者補装具給付費につきましては、対前年比で 44万 1,447円の増となっ

ております。給付件数は 14件と昨年と同じ件数ではありましたが、1件あたりの単価が増

額となったということで増額になっております。 

日常生活用具給付費は、対前年比で 35万 4,408円の減となっております。 

こちらは、給付件数が前年より 14件ほど減となっております。 

 自立支援医療費が対前年比で、634万 2,728円の減となっております。 

 こちらにつきましては、生活保護受給者の入院給付が前年あったんですけれども、そちら

がなくなったということで、大幅な減ということになっております。 

障害児通所給付費につきましては、対前年比で 446万 6,486円の増となっております。 

前年度利用者がいなかった放課後等デイサービスの利用者が新たに 2名いたことによりま

して、大幅な増額となっております。 

このほかにつきましては、前年並みとなっております。 

続きまして、決算書 78ページから 79ページにかけてになります。 

9目の障害支援区分認定審査会費につきましては、決算額 44万 8,690円ということで、

審査会費全体の不用額が 51万 2,310円となっておりますが、主な理由としましては、審査

会の開催回数が少なかったことによる委員報酬の減ということになっております。 

全体の支出の内容につきましては、ほぼ前年と同様となっております。 

続きまして、80ページから 81ページにかけてになります。 

10目の福祉施設管理費です。 

決算額が 196万 4,637円です。こちらは、旧老人保健施設の管理費です。 

対前年比で支出の増減が大きかったものとしましては、10節の備考欄の一番下から 2番

目の燃料費がグループホームの杉の木の撤退に伴いまして、灯油の購入がなかったというこ

とで、対前年比で前年度が 70万 9,100円の額とありましたので、その分が減っておりま

す。 

続きまして、決算書 86ページから 87ページをお開き願います。 

4款 衛生費、1項 保健衛生費、1目 保健衛生総務費です。 

決算額が 4億 1,086万 860円となっております。 

こちらにつきましては、前年より全体で 662万円ほどの支出の減となっております。 

その主な要因につきましては、18節の負担金補助及び交付金で、病院事業会計負担金が

前年度より 817万 3,000円の支出減となったことによるものです。 

また、19節 扶助費では、前年度 19万 3,000円ほどの支出のありました養育医療給付

費につきまして、対象者がいなかったためゼロとなっております。 

さらに、20節 貸付金では、保健師の新規採用に伴いまして保健師支度金貸付金が 84万

円の支出となっております。 

続きまして、2目の予防費です。 

決算書は、86ページ下段から 89ページにかけてとなります。 
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決算額が 4,410万 8,864円です。前年度と比較しまして 796万 9,844円の支出の減となっ

ておりますが、その主な要因としましては、令和 6年度から新型コロナワクチンが臨時接種

から定期接種に変わったことによりまして、新型コロナワクチンに係る経費が 869万 7,634

円の支出減となったことによるものです。 

そのほか前年と比較して増減の大きかったものとしましては、12節 委託料の 2段目、

各種がん検診委託料で対前年比で、57万 3,850円の増となっております。 

その主な要因としましては、胃がん検診の受診者の増によるものです。 

資料の 17ページをお開き願います。 

こちらに各種健診の受診状況を掲載しておりますが、2段目の胃がん検診が前年度の 388

人から 38人増の 426人になっております。 

ほかのがん検診では、3段目の肺がん検診が前年度の 556人から 43人、559人となってお

ります。 

その他では、一番下の骨粗鬆症検診が前年度の 75件から 114人増の 189人になっており

ます。こちらにつきましては、令和 6年度からおおえ内科でも骨粗鬆症検診が受けられるこ

とになったことによるものです。 

そのほかの検診については、前年と同様となっております。 

決算書は、88ページにお戻りください。 

12節 委託料の 6段目、予防接種委託料が対前年比 190万 8,315円の増で、その主な要 

因につきましては、資料で説明します。資料の 10ページのほうをお開き願います。 

令和 6年度から開始しました帯状疱疹ワクチンの助成につきましてですが、201万 350円

が新たな支出となっております。 

接種人数は延べ 153名で、実人数は 82名となっております。 

次に、その次の資料の 11ページをご覧ください。 

13節 使用料及び賃借料は、心房細動モニタリングシステムの利用料として、49万 

5,000円を支出しております。 

 令和 6年度この事業への参加者は 14名で、心房細動の可能性の検出者はおりませんでし

た。 

それでは、決算書のほうに戻りまして、88ページのほうにお戻り願います。 

88ページ下段の 17節 備品購入費は、健診用備品として購入しました屈折検査機器で、

163万 4,600円を支出しております。 

18節 負担金補助及び交付金では、新たな事業として令和 6年度から不妊治療費等助成

事業を開始したところですが、利用者はなく支出はありませんでした。 

同じく新規事業のエアコン購入費補助金につきましては、資料でご説明しますので、資料

の 9ページをお開き願います。 

エアコン補助の補助件数につきましては、216件で 1,144万 9,200円の支出となっており

ます。 

購入先の内訳とましては記載のとおり、町内事業所が 185件、町外が 31件で、町内事業

所からの購入が全体の約 86％となっております。 

この間、町内事業所の皆様には、補助申請に必要な申請書類や写真などの添付書類等の用

意など、多大なるご協力をいただいているところであり、申請者が手を煩わすことなく補助
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金の申請手続きが進められているところです。 

 決算書のほうにお戻りいただければと思います。 

 委託料の一番下の健康管理システム委託料は、予算額 118万 8,000円を令和 7年度へ繰

り越してシステム改修を行うため、支出額はゼロ円となっております。 

続きまして、決算書 92ページから 93ページのほうをご覧いただければと思います。 

4目 保健活動費です。 

決算額 20万 7,592円となっており、こちらにつきましてはほぼ例年同様の支出となっ

ております。 

続きまして、決算書 146ページから 147ページをお開き願います。 

13款 諸支出金、1項 還付金、1目 過誤納還付金、22節 償還金利子及び割引料で

す。 

備考欄の黒丸三つ目が保健福祉課所管分となり、各種負担金や補助金の交付額の確定によ

る返還金で、合計 180万 1,102円となっております。 

以上で、歳出の説明を終わります。 

新井田委員長 歳入もお願いいたします。 

吉田（宏）課長。 

吉田（宏）保健福祉課長 それでは引き続き、歳入のほうをご説明させていただきますが、歳

出の保健福祉総務費の扶助費に充てられる国や道の負担金補助金につきましては、例年同様

のため説明を省略させていただきますので、ご了承願います。 

 それでは、決算書の 16 ページから 17 ページのほうをお開き願います。 

12款 分担金及び負担金、1項 負担金、1目 民生費負担金、3節 障害支援区分認定

審査会共同設置負担金につきましては、前年と同様です。 

続きまして、決算書 20ページから 21ページをお開き願います。 

14款 国庫支出金、2目 衛生費負担金、1節 保健衛生費負担金 母子保健衛生費負担

金の交付額につきましては、1万 9,320円です。 

こちらにつきましては、未熟児養育医療費にかかる国庫負担金となっておりますが、給付

実績がなかったということで今後、全額を返還する予定となっております。 

続きまして、決算書の 22ページから 23ページをお願いします。 

3目 衛生費補助金、2節 保健衛生費補助金です。 

備考欄の一つ目の緊急風しん抗体検査等事業補助金 9万 8,000円は、歳出の予防費、風

しん抗体検査委託料に対する補助金となっております。 

二つ目の母子保健衛生費補助金 159万円は、主に歳出の予防費で健診用備品として購入

した屈折検査機器や産後ケア事業、産婦健診委託料に対する補助金となっております。 

三つ目の出産・子育て応援交付金 96万 6,000円は、歳出の予防費 出産・子育て応援

給 付金に対する補助金です。 

続きまして、決算書 24ページから 25ページになります。 

15款  道支出金、2目 衛生費負担金、1節 保健衛生費負担金 母子保健衛生費負担金

は、先ほど国庫負担金で説明したとおり、未熟児養育医療費の給付実績がなかったことによ

りまして、ゼロ円となっております。 

 続きまして、決算書 26ページから 27ページです。 
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 3目 衛生費補助金、1節 保健衛生費補助金、一つ目の健康増進事業費補助金は 6万

4,000円です。 

こちらは、肝炎、骨粗鬆等の検査に対する道の補助金となっております。 

 二つ目の妊産婦安心出産支援補助金は、7万 5,309円です。 

 一つ飛びまして、四つ目の出産・子育て応援交付金は、20万円となっております。 

 その下、五つ目の不妊治療費等助成事業補助金は、利用者がいなかったためゼロとなって

おります。 

次に、決算書 38ページから 39ページをお開き願います。 

20款 諸収入、5項・1目・3節 雑入です。 

39ページ備考欄の下段、保健福祉課分のうち 4番目の在宅サービス管理センター収入

と、その下の 5番目の高齢者事業団維持管理負担金、一番下の雇用保険繰替金をその三つを

除きました全部ということで、総額が 843万 7,401円となっております。 

この中で新たなものとしましては、6番目の新型コロナ定期接種ワクチン確保事業助成金

が 461万 4,800円となっております。 

その他につきましては、負担金や補助金の精算分など例年同様となっております。 

以上で、歳入の説明を終わります。ご審議よろしくお願いいたします。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

 ただいま、保健福祉課の保健推進グループの保健衛生の部分について、説明をいただきま

した。 

 これから質疑を受けたいと思います。 

 なにかございますか。 

 安齋委員。 

安齋委員 6番 安齋でございます。 

 エアコンの設置の関係について、お尋ねしたいと思います。 

 毎年暑いということで、6年度については 216件ということで、ほぼほぼが町内業者のほ

うで設置をしていただいているということで、大変好ましい状況なのかなとは思います。 

 ただ、設置していただいている業者が 10業者ぐらいだったでしょうか、その時期に暑い

時期に間に合わない、混んでいて付けられないといったような苦情はなかったのかどうなの

かということが一つお尋ねしたいということと、あと今年度に入ってからですけれども、知

人のほうで今回取り付けられたかたがいました。このままだと熱中症になるなということで

進めたんですけれども、躊躇していたと。ただ、今回取り付けしてみて非常に快適で良かっ

たというお声を聞いているので、そこについてはどんどん勧めていただきたいなというふう

に感じております。ただ、いま言ったように町内業者のほうでやるにあたって、なかなか上

手くいかない面がないのかどうなのかというのをちょっと保健福祉課のほうにそういった苦

情がなかったのかどうか確認したいと思います。 

新井田委員長 吉田（宏）課長。 

吉田（宏）保健福祉課長 安齋委員のご質問にお答えします。 

 昨年度です。これは、5月 10日に臨時議会で補正予算を組みまして取り込んだわけなん

ですけれども、もうその時点ですでに町外の事業者等につきましては、申し込みしてももう

8月以降じゃなきゃ付けられないというようなところが多かった中で、町内の事業者につい
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ては、順調に付けていただけていたとは思いますが、ただやはり一部の業者で集中していっ

ている部分については、若干待ってもらっていたようなことは伺っています。ただ、実際に

こちらに苦情としてきていたかというとそういうのは受けてはおりません。 

 今年度につきましては、事業者さんも早めの対応をしていただけたようで、やはり安齋委

員がおっしゃられたように躊躇しているというかたが何人かいらっしゃって、まだいまでも

付けていないかたはいらっしゃるんですけれども、それもそんなに待っているということで

はなくて、付ける判断が遅かったということで待っているところで、今年度につきましては

そんなに長い期間待ってというのはないというふうに考えております。以上です。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

 相澤委員。 

相澤委員 相澤です。おはようございます。 

 資料のほうで、介護認定審査会の関係でちょっと確認というか教えていただきたいんです

が、今回回数が少なくて若干不用額残しているようですが、資料のほうの 36ページの負担

金の精算表の中で、2段目の表の下段のほうに調整額というのがあるんですが、四町でそれ

ぞれ調整しているんですが、福島町だけマイナス調整っていうか減額されているような感じ

に受け取れるんですけれども、これはなにか特別にあるんでしょうか。件数等を見れば。 

新井田委員長 暫時、休憩をいたします。 

 

休憩 午前 9 時 52 分 

再開 午前 9 時 53 分 

 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 ほかございませんか。 

 廣瀬副委員長。 

廣瀬副委員長 3番 廣瀬でございます。 

 資料の中で、先ほど課長からの説明もありました令和 6年度から帯状疱疹ワクチンの助成

ということで、この帯状疱疹っていうのは、非常に後遺症が残る病気っていうことで、でも

費用が高いということで、結構町民の何名かから話があって、「この補助があったらいいよ

ね」っていう話からいろいろ伺っていたところでございました。これをやることによってや

はり多数危機感を持っている人が多数いるというのも現状で、補助があることによって背中

を押してもらって受けるというようなことだと思うんですよ。非常にありがたいという話も

聞いておりましたので、ここでお伝えしたいなと思っていました。ありがとうございます。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

 平野委員。 

平野委員 1番 平野委員です。 

 決算書のページで 89ページで、いま課長の説明でもあったんですけれども、不妊治療の

対象者がいなかったということで執行なかったんですけれども、現代社会の少子化、出生率

の低下、または人口減等々があり、対象のかたがいないというのもわかるんですけれども、

令和 5年の 5月の臨時会で新しい政策として良い補助だなと思ったんですけれども、実際周

知だったり町民のかたに対象のかたが本当におられないものなのか、またなかなか狭い町で
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すからそのような補助を受けるにあたって、守秘義務と言いますかその辺の個人情報等々も

気を付けなきゃならない部分があると思うんですけれども、そのあたりの周知でしたり、そ

ういうせめて問い合わせがあったのかどうなのかだとか、1年間とおして今後も同じような

政策を続けていくにあたり、諸課題があればお聞かせいただきたいなと思うのと、あと産後

ケアの委託についてもいまちょっとコソッと聞いたら、令和 5年からの取り組みだというこ

とだったんですけれども、これも産後のかたにケアするちょっといま資料が探せなかったん

ですけれども、すごい良い取り組みだなと思ったのが実際さほど活用されていないというこ

とで、この部分についても周知含め、執行が少なかった見解をちょっとお聞かせいただきた

いなと思います。 

新井田委員長 吉田（宏）課長。 

吉田（宏）保健福祉課長 平野委員の質問にお答えします。 

 まず、最初の不妊治療費の補助の関係です。こちらにつきましては、町政広報あるいは町

のホームページのほうで周知はさせていただいております。 

 実際のところ、問い合わせ等はいまのところは伺っておりません。この辺につきまして

は、実際に補助の対象につきましては、保険適用となる生殖補助医療とあわせて行われる先

進不妊治療が対象ということで、この先進不妊治療というのを受けられる医療機関がことし

の 8月 1日現在でも道内で 13箇所あるんですけれども、その一番近いところの医療機関が

札幌市内ということで、あと旭川・帯広・苫小牧・釧路ということで、それぞれ各一医療機

関ということで、実施できる医療機関が道南にはないというところが現状であります。 

それで、実際の補助につきましては、どこで受けても補助しますし、交通費につきまして

も補助の対象としておりますけれども、そこら辺でなかなか治療に本当にその治療をしてい

るということがあるとすれば、例えば医療機関のほうからもこの制度というのは、もう全道

的に多くの市町村で取り組んでいますので、医療機関のほうからもおそらく申請できるよと

いうことの説明があろうかと思います。こちらのほうには、なかなかそういう情報が直接入

ってこないというところで、そこら辺につきましては周知については今後、もっと周知する

としてもなかなかどのような周知をしたらいいのかというので今後検討課題だなというふう

には思っております。 

 それと、産後ケアのほうにつきましては、必ず出産後 1か月程度で新生児訪問というのを

行います。その際には、必ずこの制度があるということをご説明しながら、活用について周

知はしているんですけれども、なかなか現状としてそこまで困っていないと言ったらいいん

でしょうか、そこまでの必要とするっていう人がなかなか増えてこないというような現状で

あります。 

新井田委員長 平野委員。 

平野委員 産後ケア事業については、必ず一度は訪問してお話されているということですの

で、周知不足はないのかと感じました。 

 それで、不妊治療費の助成については、実際近郊での病院はないということで、国・道の

支援のさらなる追加でこういう町での支援じゃないですか。仮に国・道の支援を活用された

かたの情報っていうのは、こちらに来られるんでしょうか。というのが、例えば最初に不妊

治療を検討されているかたが木古内町に先に相談に来るとは限らないので、国や道の施設に

問い合わせた時に、ここまでの支援はありますよというのは教えてくれると思うんですけれ
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ども、各自治体によってこの支援は違うので、木古内はこういう政策を打っているので、プ

ラスこういう補助がありますよという丁寧な説明もあるとは思えないんですよね。ですの

で、まずは国・道の支援を使われたかたがいるとしたら、こちらに情報が回ってくるのか

と、やはり国・道そちらの問い合わせ先がどういうところがあるのかわかりませんけれど

も、そこには木古内ではこういう政策をしているので御案内してくださいっていう要望でし

たり、あるいはやはり全体的な周知として、木古内町は特に手厚く支援をしていますってい

うのをやはり年に何回かでもそういう周知をするべきなのかなと。これ不妊治療をされるか

たにとってもありがたい政策でもあるのと、やはりこの我が町がこのように手厚く支援して

いるっていう宣伝する必要はないのかもしれませんけれども、そういうことにもつながると

思いますので、いかがでしょうか。 

新井田委員長 吉田（宏）課長。 

吉田（宏）保健福祉課長 こちらのほうの道のほうの例えば申請があったからということで、

こちらのほうに情報がくるかとなると実際には個人情報の関係もあるでしょうから、こちら

のほうに実際にそういう情報をいただけるというような状況にはなっておりません。とはい

え、先ほど平野委員がおっしゃったように、こちらのほうでまた周知のほうをもっと積極的

な周知をしていきながら、実際にこの治療を進めるかた、あるいはいま治療してないかたで

もこういう補助があれば治療をしたいというかたが出るように、こちらでもさらに周知のほ

うをしていきたいというふうに思います。以上です。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、保健衛生費ほかについては、審査を終えたいと思いま

す。 

 それでは、次に介護、介護サービス事業会計についてを議題といたします。 

 説明を求めたいと思います。 

 暫時、休憩をいたします。 

 

休憩 午前 10 時 02 分 

再開 午前 10 時 04 分 

 

新井田委員長 それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。 

 それでは、介護、介護サービス事業会計の説明をよろしくお願いします。 

 敦澤（裕）主査。 

敦澤（裕）主査 保健福祉課保健福祉グループの敦澤です。 

私からは、まず一般会計の高齢福祉に関する事業の決算につきまして、説明させていただ

きます。 

一般会計決算書をお開き願います。 

まず、歳出から説明させていただきます。 

決算書、70ページ・71ページをお開き願います。 

3款 民生費、1項 社会福祉費、3目 老人福祉費 決算額 2億 3,134万 3,868円とな

っております。 
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主な事業につきましては、決算資料 22ページをお開き願います。 

資料により事業のほうの説明をさせていただきます 

まず、事業 1から 4の事業につきましては、例年同様の内容となり、1の百歳祝記念品の

贈呈につきましては、対象者は 3名となっております。 

次の 5番の除雪サービス事業及び高齢者屋根の雪下ろし等助成につきましては事業費 

393万 5,436円、事業費の内訳につきましては、会計年度任用職員の人件費 54万 436円、

除雪サービス委託料が 170万 4,000円となっております。 

利用者につきましては 95名の利用となり、また高齢者屋根の雪下ろし補助金につきまし

ては 169万 1,000円と、利用者 59名の実績となっております。 

 決算資料で 12ページの主要な施策等説明資料にて、事業内容の内訳のほうを記載させて

いただいております。 

続きまして、決算資料 23ページをお開き願います。 

 6の訪問・外出支援サービス事業についてです。 

事業費 744万 1,000円、これは社会福祉協議会への委託事業となり、訪問サービス事業

の利用実績は登録者 188名、年間延利用人数は 6,330人となっております。 

続きまして、外出支援サービス事業の利用実績につきましては登録者 12名、年間延利用

人数 151名となっております。 

 7の医療機関送迎バスについて、事業費 473万 8,800円となり、利用人数等につきまし

ては、決算資料 26ページに医療機関別利用者数に記載しております。 

決算書、23ページをお開きください。 

8の介護職員研修費補助事業につきまして、事業費 13万 5,000円、こちらの内容につき

ましては介護に関する資格取得を支援するため、受講に要した経費の一部補助を実施し、人

材確保及び定着を図るための事業となっております。 

令和 6年度から介護支援専門員実務研修、主任介護支援専門員研修を新たに追加し、申請

者数 2名の実績のうち 1名のかたが新たに追加した主任介護支援専門員研修の補助申請をし

ている状況でございます。 

 9の補聴器購入助成事業につきましては、申請者 10名となり、事業費は 30万円となって

おります。 

10の木古内町小規模多機能型居宅介護施設指定管理料について、事業費 1,203万 4,550

円、令和 6年度分として 927万 4,000円、令和 5年度分の清算分として 276万 550円が木古

内町小規模多機能型居宅介護施設さくらを杉の木ケアサービスが実施している形となりま

す。 

登録定員 29名のうち令和 6年度の年間平均登録者数につきましては、6.6名となってお

ります。 

次の 11.見守り安心サービス事業についてです。 

事業費 25万 9,798円、こちらは一人暮らし世帯を対象に通信機能付きＬＥＤ電球を貸

与することにより孤独死の予防、早期発見を図る目的の事業となっております。 

令和 7年 3月末時点で、20名の登録となっております。 

決算資料、14ページをお開き願います。 

主要な施策事業等説明資料にて、事業内容を記載しております。 
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なお、令和 6年度中に 1件、孤独死の早期発見へとつなげております。 

次に 12番、老人クラブ・老人クラブ連合会運営事業費についても例年同様の内容となっ

ております。 

13.介護従事者待遇改善事業について、事業費 512万 7,500円、こちらは介護従事者の

待遇改善、介護職員の定着化並びに職員不足の解消につなげるため、介護従事者の賃金等を

改善を図るものとなっております。 

 14.介護サービス利用者軽減負担事業について、事業費 601万 5,399円、社会福祉法人

等が介護保険サービスに係る利用者負担額を軽減することにより、低所得者で生計が困難で

ある者、及び生活保護者の生活の安定を図り、介護保険制度の円滑な運営を図ることを目的

として実施しております。 

 特養いさりびに入所している 33名のかたが対象となっております。 

15.高齢者介護サービス事業会計負担金について、事業費 5,704万 8,000円の実績で

す。 

内訳につきましては、特養いさりびに対する負担金として一般会計から 4,481万 4,000

円、緊急介護人材確保・職場環境復旧等支援事業負担金が 23万 4,000円、介護ロボット導

入支援事業負担金が 1,200万円となっております。 

16.高齢者等福祉サービス利用券交付事業についてです。 

事業費 626万 6,276円、対象者である 70歳以上の高齢者と障害者のかた合計 1,515名

のかたに利用券を郵送して交付しております。利用者割合は全体で 60.07％、利用施設は北

光ハイヤーとビュウ温泉のとや、福祉タクシーエールとなっております。 

こちらの事業につきましても、決算資料 13ページ、主要な施策事業等説明資料にて事業

内容を記載しております。 

決算書、25ページをお開き願います。 

17.介護用品給付事業について、こちらの事業は令和 6年度の新規事業となり、事業費 

17万 4,305円、こちらは在宅で寝たきりや認知症状態にある高齢者等を対象に必要な介護

用品を給付する事業となっております。申請者数は 3名で、年間延べ利用人数は 28名とな

っております。 

なお、こちらは 6年度の新規事業となっておりまして、既存の家族介護用品給付事業で給

付の対象となっていなかったかたを対象とした制度内容となっております。 

次に、不用額について説明いたします。 

決算資料、2ページ・3ページをお開き願います。 

3款 民生費、1項 社会福祉費、3目 老人福祉費、18節 負担金補助及び交付金の不

用額につきましては、189万 7,817円です。 

主な事業につきましては、高齢者屋根の雪下ろし等助成事業補助金の減となります。 

19節 扶助費 不用額 73万 7,108円についてです。 

こちらは、入所者措置費の減少となっております。 

27節 繰出金 不用額 1,016万 6,956円につきましては、介護保険特別会計繰出金の減

少となっております。 

内訳につきましては、主に介護保険軽減補助金と事務費繰出金の減によるものでございま

す。 
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不用額の説明については、以上でございます。 

続いて、在宅介護支援費をご説明いたします。 

決算書、74ページ・75ページをお開き願います。 

3款 民生費、1項 社会福祉費、4目 在宅介護支援費 決算額 155万 4,772円、支出

内容につきましては例年と同じ内容となっております。 

以上で、歳出の説明を終わります。 

新井田委員長 歳入のほうもお願いします。 

敦澤（裕）主査。 

敦澤（裕）主査 引き続き、歳入を説明させていただきます。 

引き続き、歳入を説明させていただきます。 

決算書、16ページ・17ページをお開き願います。 

12款 分担金及び負担金、2項 負担金、1目 民生費負担金です。 

1節 社会福祉費負担金 97万 3,200円は、養護老人ホーム措置費負担金となります。 

次に、18ページ・19ページをお開き願います。 

13款 使用料及び手数料、2項 手数料、2目 民生手数料、1節 社会福祉費手数料 

47万 5,000円は、除雪サービス手数料となっております。 

次に、20ページ・21ページをお開き願います。 

14款 国庫支出金、1項 国庫負担金、1目 民生費負担、4節 介護保険低所得者保険

料軽減負担金につきましては、427万 3,050円となっております。 

次に、24ページ・25ページをお開き願います。 

5款 道支出金、1項 道負担金、1目 民生費負担金、5節の介護保険低所得者保険料軽

減負担金 240万 6,200円となっております。 

続きまして、26ページ・27ページをお開き願います。 

15款 道支出金、2項 道補助金、2目 民生費補助金、2節 老人福祉費補助金 収入

済額 1,405万 733円、内訳につきましては老人クラブ運営補助金が 20万 8,733円、介護

サービス利用者軽減負担事業補助金が 160万 8,000円、緊急時介護人材確保・職場環境復旧

等支援事業費補助金が 23万 4,000円、介護ロボット導入支援事業補助金が 1,200万円とな

っております。 

次に、34ページ・35ページをお開き願います。 

18款 繰入金、2項 特別会計繰入金、1目 高齢者介護サービス事業会計繰入金、1節 

高齢者介護サービス事業会計繰入金 収入済額 5,000円となり、こちらは外国人介護人材

育成支援協議会の負担金分となります。 

次に、38ページ・39ページをお開き願います。 

20款 諸収入、5項 雑入、1目 雑入、3節 雑入です。 

保健福祉課のうち、在宅サービスセンター管理収入 24万 4,204円、高齢者事業団維持

管理負担金 2,640円、雇用保険繰替金 2,733円となっております。 

一般会計の説明につきましては、以上でございます。 

新井田委員長 ただいま介護、介護サービス会計について、縷々ご説明をいただきました。 

 なにかご質問あれば受けたいと思います。 

 相澤委員。 
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相澤委員 先ほどはすみませんでした。 

 資料の 36ページ、二つ目の表なんですがその中の調整額、福島町だけ特別マイナスにな

っているんですが、これなにか理由があるんでしょうか。 

新井田委員長 暫時、休憩をいたします。 

 

休憩 午前 10 時 20 分 

再開 午前 10 時 20 分 

 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 平野委員。 

平野委員 1番 平野です。 

 決算書を見るとほぼほぼ当初予算にあわせたと言いますか順調に事業が進められているな

ということなんですけれども、その中身について一部お伺いしたいんですけれども、先ほど

も話しましたが、少子高齢化で高齢化率が数字もどんどん毎年上がっていくという中で、木

古内町については様々な独自のサービスもやっております。ただ反面、介護従事者の確保も

含めて今後、同じようなサービスを継続していけるかというのが大変懸念されるところであ

ります。 

そこで、資料に基づいてお伺いしますけれども、まずは資料の 23ページでいきますと訪

問・外出支援サービス事業ということで、こちら社協に委託し、現在訪問サービスですとか

外出支援サービス事業等々を行っている中で、現状委託されている社会福祉協議会がはたし

て登録社数に対しての運営と言いますか、順調に人員も含めて取り組めているのか。かつて

は、町が事務局長を派遣して社会福祉協議会の運営に力添えをしてきた過去もありますし、

当然いまも委託している中で、社会福祉協議会の現状等々を把握しているでしょうから、そ

の辺人材不足等々ないのかお伺いしたいと思います。 

 それから、11番の安心見守りサービス事業、こちらも令和 5年くらいからの事業でした

か。ＬＥＤのライトで見守り機器を貸し出して、孤独死等々を防ぐということですけれど

も、ちょっとこちら内容の確認になるんですけれども、こちらそのような異常があった時

に、業者にその連絡がいって、その業者が確認するっていう当時の説明だったと思うんです

けれども、現状の業者だったり仕組みだったりを再度確認させてください。 

 それから次ページにいきますと、これまでも一般質問ですとか予算委員会でもいろいろ話

が出たチケットの件なんですけれども、この令和 6年をとおして利用者割合等々は記載のと

おりだと思いますけれども、いま現在も私個人にも議会にもいろいろ意見がくるんですけれ

ども、担当課として我々以上に多くの意見がきていると思うんですけれども、それらを統括

と言いますかまとめた見解があればお知らせいただきたいなと思います。 

 それから、次ページのこちらも令和 6年度の新規事業なんですけれども、広く他の自治体

のサービスを見てみるとこのようなサービスを行っていないところもありますし、もう一歩

踏み込んだサービスをしている自治体もあると思うんですけれども、この現在の対象者に対

しての問い合わせでもう少し広くと言いますかこの介護度についてもそういうような声がな

いのかどうなのか、実際の申請者数は 3名ですけれども、ケアマネさんからの問い合わせだ

ったり、実際もう少し相談件数はどのくらいあって、実際のこの 3名になったのかっていう
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実態を少しお聞かせいただきたいなと思います。以上です。 

新井田委員長 暫時、休憩をいたします。 

 

休憩 午前 10 時 25 分 

再開 午前 10 時 26 分 

 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 吉田（宏）課長。 

吉田（宏）保健福祉課長 平野委員のまず一つ目の訪問・外出支援サービスの関係です。 

 こちらにつきましてはいま現在、訪問員 3名ということで、1人かたは午前中まで勤務と

いうことになっておりまして、現在、利用者のほうが年々少しずつ減少している状況にあり

まして、人材不足のほうはないというようなことで認識しております。 

 次に、見守りは敦澤（裕）主査のほうから説明します。 

新井田委員長 敦澤（裕）主査。 

敦澤（裕）主査 私からは、安心見守りサービスの内容につきまして、詳細について説明させ

ていただきます。 

 こちらまず見守り機器というところで、貸与しているものがセンサー付きのＬＥＤになり

まして、だいたいトイレの電球に設置していただく形になります。トイレの電気のスイッチ

のオンオフが朝の 9時から次の日の 8時 59分までにオンオフのスイッチの操作がなけれ

ば、まず登録していただいている親族のかたに委託先というか貸与しているサービスがクロ

ネコヤマトさんのハローライトというサービス事業になりますので、ヤマトのほうから親族

のかたにメールや連絡等の通知が行われて、親族のかたがご自宅に確認をしに行く。若しく

は、それができない場合はヤマトの配達員のかたがお宅訪問をして安否の確認を行うという

事業内容となっております。 

新井田委員長 吉田（宏）課長。 

吉田（宏）保健福祉課長 次に、3点目の福祉サービス利用券の関係の見解ということで、こ

れまでも何度か様々な議員さんからご質問をいただいているところですが、やはり声は確か

にいま利用が温泉の利用とタクシー等の利用に限定されているということで、それ以外にも

使えるようにできないかとかというようなご意見等はいただいてはおりますが、あくまでも

この事業につきましては、趣旨がきちんと決められておりますので、その趣旨に基づいた運

用をするということで、この趣旨に基づいたものでなにか別な利用できるものがないかとい

うところでは、こちらのほうでもいろいろと検討しているところではありますが、今年度新

たに入浴する場合の介護が必要なかたの付き添いのかたもそのかたの券を使って入れるよう

にということでの新たな配慮をしているところですけれども、それ以上の新たな利用の方法

につきましては、今後この事業の目的にあった内容でまたいろいろと考えていきたいという

ふうに思っております。以上です。 

新井田委員長 後藤主査。 

後藤主査 まず、介護用品の給付事業につきましては、先に介護保険の地域支援事業の中で

取り組んできた事業でして、もともとは要介護 4・5の介護認定者を支援する家族に対して

給付を行うというところだったんですけれども、支援するかたが町外・遠方とかにいて給付
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を受けられないというところがございまして、その高齢者に対して新たに給付をするという

部分で、一般会計のほうで予算を組ませていただいていたところです。 

 それで、一応相談につきましては、基本的には介護度 4・5のかたという部分について

は、介護事業者のほうでご周知させていただいているところでございますので、ケアマネさ

んから相談がくるのがメインで、ご家族等からくるというのは令和 6年度では、私受けても

1件ぐらいでした。以上でございます。 

新井田委員長 平野委員。 

平野委員 見守りサービスで内容をお伺いしたのが当時、このサービスをはじめた時はヤマ

ト運輸の営業所が木古内にあり、地域に営業所がある会社が承っているということだったん

ですけれども、いま営業所撤退していますので、ただ、いま話を聞くとそもそも承る本部は

木古内でやるわけではなくて、営業者についてはこれまで営業所がなくなっても同様運転

手・ドライバーは走っているので、全く問題ないと捉えましたので、もしそれが違うのであ

ればまたひとこといただきたいと思いますけれども、了解したところでございます。 

 あと、多岐にわたるので省略しますけれども 1点だけ、いまのチケットの部分がこれまで

も何回も議論になって、はたしてこの決算委員会で相応しい発言かどうかはわかりませんけ

れども、未だにあまりにも声が多いのが事実で、その都度前回どなたかの議員が一般質問を

した際に、町長あるいは副町長が話した内容は、私すごい納得しているんです、腑に落ちて

いるんです。あくまでも健康を増進するための目的のチケットだということで、ただ、いま

課長は気を遣って新たなサービスがないかと模索しているという言葉・お話でしたけれど

も、私はもう徹底してあくまでも健康増進のためのチケットだよということを逆に強調する

べきだと思っていて、全員が使えるということにしなくていいと思うんです。いままでほか

の議員のかたが言ったのとちょっと意見違うんですけれども。であれば、やはり名称を変え

るべきですよ。いつからワクワク夢チケットという名称になったのか、誰が名付け親かわか

りませんけれども、あの名称だと全員がワクワクして使えるって勘違いされるんです。です

ので、あくまでも健康増進のために使うチケットだよという名称を考えて、次年度変えたほ

うがいいということを提言させていただきますので、ご検討くださればと思います。以上で

す。 

新井田委員長 いまの件に関してどうですか。なにかあれば、なければないで、吉田（宏）

課長。 

吉田（宏）保健福祉課長 ご意見ありがとうございます。 

 名称につきましては、まだ変えてそんなに期間も経っておりませんが、確かにおっしゃら

れるように誰でも好きなように、好きなようにと言う言い方はあれですけれども、ほかのこ

とでもなにか使えそうな漢字のイメージと持たれるような名称でもありますので、変更につ

きまして検討させていただきたいと思います。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

 苅部委員。 

苅部委員 8番 苅部です。 

 すみません、ちょっと医療送迎バスの件でお聞きしたいんですけれども、すみません私の

知識不足で、送迎バスってこれ 1日何便運行されていらっしゃるのかという部分と、あとい

ずれにしても 1日平均 8.1という数字なんですけれども、これ例えば 1日午前と午後 2便出
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ているということは、1便あたり 4人しか利用していないということでよろしいんでしょう

か。 

新井田委員長 吉田（宏）課長。 

吉田（宏）保健福祉課長 苅部委員のご質問にお答えします。 

 まず、この送迎バスにつきましては、午前の病院に向かうバスが午前午後それぞれ 1回ず

つということで、病院に向かうのが午前・午後で 1回ずつというのが 2回、それと病院から

帰るバスにつきましては、午前中 2便、午後 1便ということで、3便という形になっており

ます。この資料につきまして、1日平均の利用者数については、こちらに記載のとおりの人

数で間違いありません。 

新井田委員長 苅部委員。 

苅部委員 いまのお話ですと行きが 2便で、帰りが 3便ということで、そうなりますと 1日

あたり 5回運用して、これを見ると 1日平均 8ということですから、どういう計算になるの

かな。1日平均 8名を 5便のバスがということでよろしいんですか。 

新井田委員長 暫時、休憩をいたします。 

 

休憩 午前 10 時 36 分 

再開 午前 10 時 36 分 

 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 吉田（宏）課長。 

吉田（宏）保健福祉課長 この 1日平均というのは、この合計の 1日あたりの利用人数合計を

稼働日数で割って、1日平均の人数が出ているところです。当然帰り 3便ですけれども、行

きは 2便ですので、1便あたりの平均ということに、行き病院に行った人の数って考えると

この人数の半分という形になろうかと思います。 

新井田委員長 苅部委員。 

苅部委員 ということは、場合によっては人数ゼロっていうのもあり得るということなんで

しょうか。もういずれにしましても、1日の平均利用が 8.1で、行き帰り 5便ですので、そ

うするとしますと非常に 1便あたり本当に 1.何人とかというような人数になるんですけれ

ども、そういう認識でよろしいんですか。 

新井田委員長 吉田（宏）課長。 

吉田（宏）保健福祉課長 すみません、繰り返しになりますけれども、あくまでも病院に行っ

たかたのこのバスを利用して病院に行ったかたの人数を書いていますので、この合計人数に

対して稼働日数で割っていますので、1便あたりということではなくて、あくまでも 1日平

均の利用した人がこの人数だということで、ご理解いただければと思います。 

新井田委員長 暫時、休憩いたします。 

 

 

休憩 午前 10 時 39 分 

再開 午前 10 時 40 分 
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新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 ほかございませんか。 

 竹田委員。 

竹田委員 小規模多機能型施設のこの施設については、稼働して 3年の実績になります。た

だ、6年度の利用実績含めれば当初スタートした時は、小規模多機能型居宅施設と道営住宅

のリンクしたやはり利用者が安定するっていうそういう行政からの説明もあったんですよ

ね。ただやはり、今日的にはそうはなっていないような実態だと思うんですよ。ですから、

例えば今後介護保険絡み等も出てくるんだけれども、この施設のあり方っていうかここの施

設については指定管理ですから、利用者が少なければ少なくても管理料は行政が負担するわ

けだ。だから今後、特養含めて木古内町としてどうなんだろうという部分も議論しなきゃな

らないのかなっていうふうに思うんだけれども、担当とすればこの小規模多機能型のさくら

がこのままどんどん利用者が増えてくるっていう予想っていうか見込みを立てているのか、

今後厳しい経営が続くっていうふうな見通しなのか、それによって例えば特養のいさりびと

の絡みもやはり出てくるのかなっていうふうに思っているんですよね。ですから、さくらを

どうするじゃなくて 6年度の実績を踏まえて、今後どのようなどんどん利用者が増えればい

いんだけれども、減ってくると指定管理も増えてくるっていう現象になるのかなっていうふ

うにそういう町の財政的な部分も考えると厳しい運営になるのかなっていうふうに思ってい

ますので、担当とすればどういう考えなのか見解をあれば示してもらいたい。 

新井田委員長 吉田（宏）課長。 

吉田（宏）保健福祉課長 ただいまのお尋ねについてですけれども、ちょっと私も道営住宅と

のリンクという部分はあまり認識していなくて、大変申し訳ありません。 

 まずこの施設の今回指定管理の期間を延長するにあたって、利用者数は急激な大幅な増は

見込めないだろうということで、指定管理の債務負担をした時に、毎年度平均 0.5人ぐらい

ずつの利用者の増というふうに見込んで、指定管理のほうの債務負担行為を行ったところで

す。 

今年度、利用者のほうが 6年度の平均 6.6人ということで、想定よりも少ない人数になっ

たという現状があります。ただ、人数が少なくなったことによって、逆にサービスが充実し

たと言いますか、いま現在は当初月曜日から金曜日まで通所の利用ということだったんです

けれども、いまは土曜日も通所のほうをやっていますし、宿泊のほうも希望があれば受けら

れているといような状況にありまして、利用者のかたからは喜ばれているところではありま

す。ただ一方で、この施設につきましては、利用の月額が定額になっていまして、極端に言

うと利用の頻度が少ない人については、通所のデイサービス等を利用したほうが安くなると

いうことで、介護度が高くなってきてデイサービスに移るというかたも何人かいらっしゃっ

たようです。あと、だんだん状態が悪くなると施設入所に移るということで、この施設に関

して言うと急に利用者が増えるというところは見込めないかなというふうには思っておりま

す。以上です。 

新井田委員長 竹田委員。 

竹田委員 さくらの利用状況等については理解をしましたけれども、これ例えば町長、道営

住宅との部分っていうのは、なにも例えば道営住宅への入居者の公募にあたって、例えばさ

くらを利用しやすいそういう高齢弱者っていうかそういうかたを優先していれるってわけで
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はないですよね。通常の公募ですよね。だから、その辺が当初我々はどっちかと言えばいま

の「であえ～る」がそういう弱者の人が入居をして、そしてさくらを利用するっていうそう

いうふうにちょっと当初は描いたんですよ。ですから、ただ 1年・2年は運営してみなけれ

ばその状況がわからないっていうことで、やはり実績として 3年次経ったわけだから、そろ

そろその辺っていうのは当初の思惑とは全く違うよっていうことなのか。道営住宅は道営住

宅、さくらはさくらっていう連動する部分はないんだよっていうことなのかどうなのかって

いうのは、私達未だちょっと理解できないんですよね。いまであれば別物かなっていうそう

いう認識をしているんですけれども、行政の進めとして今後どのように進めていくのかって

いうようなのがもしあればお聞かせ願いたいなと。 

新井田委員長 暫時、休憩いたします。 

 

休憩 午前 10 時 48 分 

再開 午前 10 時 49 分 

 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 副町長。 

羽沢副町長 ただいまの竹田委員の質問にお答えいたします。 

 まずは、この小規模多機能型居宅介護施設という介護サービス、これはこの町にとっては

必要なものだというふうには考えておりますので、このサービスをやめるだとかという考え

はこの時点では思っておりません。継続していきたいという考えをもって、指定管理のまま

まずは運営していきたいという思いもあります。 

 当時、道営住宅を 2号棟の部分ですか。そこを建設する上での当時の町の考え方として

は、入居される高齢者が近くに小規模多機能型居宅介護、介護サービスがあれば利用しやす

いだろうというので、道のほうと協議をして建設をしたという認識でおります。 

 ですから、介護サービスとリンクするというものではなくて、あくまでも利用しやすいそ

ういう環境を整えるという部分で、当時建設を進めていったというふうに覚えております。 

 結局いま現在、高齢者等の利用者がいまは元気かもしれませんけれども、当然介護が必要

になるかたもいらっしゃるかもしれません。そうなった時にはすぐ近くにありますし、デイ

サービスもある、泊りもある。ということで、非常に利用しやすい環境なのかなというふう

に考えているところでございます。いずれにいたしましても、このさくらはしばらくは継続

して町で指定管理で運営していきたいという思いです。 

新井田委員長 竹田委員。 

竹田委員 別にさくらを無くせだとかっていうそういう考えではないんです。やはり木古内

の町民とすればいろんな介護施設が特養もあり、さくらもあり、いろんな施設を選べる幸せ

な部分は、町民にとってはあるのかなっていうふうに思っています。ただやはり、その分が

町の若干の財政の負担にもつながるわけだけれども、やはり町民とすればもっとやはり違う

意味で、さくらのＰＲもやはりすべきだなっていう思いもちょっとあるんですけれども、や

はりどっちも健全な経営になっていけば町の財政負担も少なくなるしっていうような思いも

ちょっとあるんですけれども、別にいま副町長から説明を受けたように、「であえ～る」等

は全くそういう当初の構想はあったにしても、現在はリンクをしないと。ただ、そういうこ
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とで理解をしましたので、一つ別にさくらをどうこうしてという部分ではないっていうこと

だけ申し添えておきます。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

 安齋委員。 

安齋委員 除雪サービスの件はここでよろしいですか。 

 資料の 12ページのところでも除雪サービスの事業委託料、それから高齢者屋根の雪下ろ

しの助成事業の補助金こちらのほうなんですけれども、屋根の雪下ろしのほうについては、

前年比プラス 15名、前年比 27万 3,000円の増というふうになっております。その年によっ

て雪が多かったり少なかったりということでの増減はあるというふうには思いますが、町全

般の高齢化ということを考えるとますます自分でできなくなってくる。それから、除雪のほ

うにしてもやるほうの人達も高齢化によって、いま高齢者事業団員 11名ですけれども、だ

んだんこういう人達の数が減ってくる。そういう中で、私も一般質問でこういうやる人達も

育てていかなきゃいけないんじゃないかと。国や道の補助金を使うこともできるだろうとい

う話でしたと思うんですが、ますます今後そういうことが増えてくるということでないかな

というふうに思うんですが、それに対してなにか対策的なものっていうのはそのあと進んで

いったのかどうなのか。何かそういう事業者を増やすような例えば宣伝というか、お願いし

ますよとかそういうのの対策っていうのはなにか講じたりとかはしているんでしょうか。 

新井田委員長 吉田（宏）課長。 

吉田（宏）保健福祉課長 安齋委員のただいまのご質問は、屋根の雪下ろしのほうのというこ

とでよろしいでしょうか。 

 現在、屋根の雪下ろしの登録事業者数は事業者ということなんですけれども、いまの段階

でこちらのほうでサービスを例えば希望するけれども、動けられないだとかという声はいた

だいていないところです。事業者さんも高齢化ということは、あるのかどうかというところ

はちょっと私もいま定かではないんですけれども、いずれにしても現在の事業者数の中で、

十分対応できているというところでは、現段階ではそこまで考えなくてもいいのかなという

ふうには理解しております。以上です。 

新井田委員長 安齋委員。 

安齋委員 屋根の雪下ろしのほうについては、わかります。 

除雪サービスのほうです。こちらのほうについては、その高齢者事業団のほうにお願いを

しているという中で、やはりだんだんできなくなってきているということがあるかなと思う

んですけれども、そちらのほうについてはどうですか。 

新井田委員長 吉田（宏）課長。 

吉田（宏）保健福祉課長 除雪サービスの事業のほうにつきましては、高齢者事業団のほうに

委託ということで、現在この除雪サービスのほうにあたっているこの事業団の団員のかたが

11名ということで、現在の人数的にはサービスを受ける 95名ですけれども、この人数に対

しての団員の数というのは、事務局長にお聞きする中ではある程度収益、その団員さんの収

入を確保するという意味では、ちょうどいいぐらいの人数ということで伺っております。 

 ただ、委員おっしゃられるように、年齢のほうがだんだん平均年齢のほうも高くなってき

ているという部分もありますし、一部新しいかたも年に何人かは入っているかたもいらっし

ゃるんですけれども、年齢が高くなっているかたもいらっしゃるということで、そこら辺に
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つきましてはなんとか事業団の事務局長がその人数に見合った分を声掛けして、いま現状集

めているというところではあるんですけれども、事業団のほうからこちらのほうに助けてほ

しいというようなお話があれば、こちらのほうからも協力して探したいというふうに考えま

す。以上です。 

新井田委員長 安齋委員。 

安齋委員 ありがとうございます。 

 高齢者事業団のほうについては、上手く連携をとってやっていただきたい。 

 ちょっと先に戻りますけれども、屋根の雪下ろしの件なんですけれども、こちらのほう 3

分の 2が助成という形になっているかと思います。一応上限が 3万 7,000円までということ

で、設けられていると思うんですけれども、これについて負担がそうなると例えば 5万

5,500円が 100％だとすれば、1万 8,500円を個人が負担するという格好になるわけですけ

れども、この額についてなかなかちょっとこれ以上の負担をするっていうことを考えると難

しいかな。ただ、業者のほうにしてみれば例えば 5万 5,500円で年間やるかと言ったらちょ

っと厳しいということを考えると、ちょっと助成金のほうについても若干料金の金額の変更

というのも検討が必要なのかなというふうに思いますので、そこら辺だけちょっと申し述べ

て終わりたいと思います。よろしくお願いします。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、次に介護保険会計、これの説明を受けたいと思います。 

 敦澤（裕）主査。 

敦澤（裕）主査 続きまして、私のほうから介護保険特別事業会計の説明をさせていただきま

す。 

 介護保険事業特別会計決算書の 16ページ・17ページをお開き願います。 

 なお、主な内容について説明いたします。 

1款 総務費 決算額につきましては、3,589万 6,546円となっております。 

内容につきましては、主に人件費と事務費で、例年同様の内容となっております。 

介護認定審査会の状況につきましては、決算資料 35ページ・36ページのほうに記載させ 

ていただいております。 

決算書 22ページ・23ページをお開き願います。 

2款 保険給付費、1項 保険給付費 決算額は、6億 630万 93円となっております。 

決算資料は、27ページをお開きください。 

主に、令和 7年 3月末時点の状況について説明させていただきます。 

（1）介護保険事業運営状況につきまして、①では第 1号被保険者数の 3年間の推移を記 

載しております。 

令和 7年 3月末時では、1,817人と年々減少している状況です。 

②は、第 1号被保険者の増減内訳となっております。③は、要介護認定者数です。 

令和 7年 3月末の第 1被保険者数では 450人で、第 1号被保険者の 24％のかたが認定を

受けている状況となっております。 

資料 28ページをお開き願います。 

2段目⑥のサービス受給者数についてです。令和７年３月末では居宅介護サービス受給者
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は 209名のかたが在宅で介護サービスを受けている状況です。サービス受給者の約 59％と

なります。 

次に、地域密着型サービスについては、グループホーム杉の木・小規模多機能型さくらな 

ども利用されているかたで、町外も含め 63人のかたがサービスを利用されております。 

 施設介護サービスについては合計 81人で、介護老人福祉施設が 69人、介護老人保健施設

が 8人、介護医療院が 4人となっております。右端のサービス受給者の計 353人のかたが介

護サービスを利利用されている状況となり、前のページで説明しました認定者 450人のう

ち、およそ 78％のかたがサービスを受けている状況となります。 

次に⑧です。町内施設の入所状況についてです。 

令和 7年 3月末時点で、いさりびの入所者が町内 53名、町外 22名、あわせて 75名とな

っております。杉の木は、1ユニットで 9名の定員となっており、入居者は町内 5名、町外

4名のあわせて 9名となっております。 

資料 29ページをお開き願います。 

⑨保険給付費支払状況についてです。 

ウの令和 6年度では、合計 6億 2,541万 2,000円で、前年対比で 838万 6,000円ほど増加

しております。増加の主な内容としては、居宅サービス費にて前年対比 2,630万 2,000円

の増加となっております。 

次に、資料 30ページをお開き願います。 

 主なサービス別支給状況になります。左から令和 6年度の実績額、計画数、対計画比を記

載しております。総合事業では、訪問型・通所型あわせて年 310名のかたが利用されてお

り、対計画比でマイナス 2名、金額では 4万 3,000円のマイナスとなっております。 

介護サービスの訪問看護は対計画比で約 156万円のマイナス、通所リハについては 81万

4,000円を上回る結果となっております。 

 3段目の居宅サービスでは、訪問介護、訪問看護が計画値よりも実績が上回っております

が、通所リハが計画値まで伸びていない状況となっております。 

下段の施設では、特別養護老人ホームが対計画値より 1,211万 8,000円、介護老人福祉施

設では 251万 7,000円、介護医療院は 712万 3,000円がそれぞれ計画値よりマイナスとなっ

ております。 

決算書 22ページ・23ページに戻ります。 

2項・1目 高額介護サービス費 決算額は 1,862万 8,373円、3項 その他諸費、1目 

審査支払手数料 決算額 50万 1,119円は、国保連合会への審査支払手数料として、前年

同様の支出となっております。 

続いて、地域支援事業費につきましては、後藤主査より説明いたします。 

新井田委員長 後藤主査。 

後藤主査 保健福祉グループの後藤です。よろしくお願いいたします。 

決算書は、18ページから・19ページをお開き願います。 

 1款 総務費、3項 介護認定審査会費、2目 認定調査費 総額 213万 4,111円は、前

年同様となってございます。 

決算書は、24ページ・25ページをお開き願います。 

3款 地域支援事業費、1項 地域支援事業費 総額は 3,704万 419円を支出していま 
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す。 

 1目 介護予防・生活支援サービス事業費は、主なものとしましては、人件費 2人分と介

護予防事業費にかかる費用となっております。 

決算資料の 37ページをお開き願います。 

1の介護予防・日常生活支援総合事業 事業費 1,956万 1,202円の支出をしておりま

す。（1）の第 1号訪問事業、第 1号通所事業、いわゆる総合事業につきましては、 令和 6

度は訪問型サービスが 235名、通所型サービスで 75人、決算書は 18節の負担金補助及び交

付金で合計が 568万 3,490円の支出となっております。 

介護予防ケアマネジメントにつきましては、219人のケアプランを作成しまして、決算書

は 12節 委託料の総合事業介護予防ケアマネジメント委託料として、34万 9,820円を支出

しております。 

短期集中リハビリ教室につきましては、外部講師に業務を委託しておりまして、年 24回

の開催、21名の登録者、延 191名が参加し、決算書の 11節 役務費 傷害保険料として 1

万 8,000円、12節 委託料 短期集中予防サービス委託料として、105万 6,000円を支出し

ております。 

 次に、（2）一般介護予防事業ですが、決算書は 10節 需用費 総額 15万 8,471円

は、介護予防事業に必要な資料・消耗品、また普及啓発に伴うパンフレットの作成等に係る

費用を支出しております。 

資料の①介護予防把握事業につきましては、高齢者の総合相談等を通じて要支援者の状況

を確認し評価を行っているところです。 

②介護予防普及啓発事業ですが、運動を楽しむ会につきましては年 47回の開催で、延

399名のかたが参加しております。生きがい教室につきましては年 6回、延べ 63名のかた

が参加され、決算書の 11節 役務費 事業に伴う傷害保険料として 6,750円、15節 原材

料費は料理教室の材料費等で、1万 4,081円を支出しております。 

健康マージャン教室につきましては年 12回、延べ 125名の参加がございまして、これは

男性参加者も多く、男性の活動や交流機会の場となっているところです。 

③の地域介護予防活動支援事業ふれあい農園につきましては、指導員の協力のもと、老人

クラブの会員が芋や大根植え・収穫などをとおして、会員間の親睦を深めております。 

年 17回、延 94名が参加し、決算書は 7節の報償費として協力員報償費 6万円と 13節 

使用料及び賃借料として、耕うん機借上料 1万円を支出しております。 

続きまして、決算書は 26ページ・27ページをお開き願います。 

2目 包括的支援事業・任意事業費 事業費総額 1,749万 9,217円を支出しており、こ

れは包括支援センターの運営に伴う費用となっております。 

決算資料は 37ページの下段になりまして、2の包括支援事業及び任意事業の（1）地域包

括支援センターの運営についてですが、①の体制につきましては、国の配置基準である主任

介護支援専門員・保健師・社会福祉士 3職種を適切に配置し運営しているところです。 

決算資料の 38ページ、②の介護予防ケアマネジメント業務ですが、介護予防支援サービ

スに係るケアプランを 470件作成しております。 

また、包括支援センター運営及び業務管理に必要なシステムとして、決算書は 13節 使

用料及び賃借料 地域包括支援センターシステム借上料としまして、124万 2,120を支出し
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ています。 

③番の総合相談・支援業務につきましては、介護保険制度に関する総合相談窓口として

212件の相談対応をしております。 

（2）の任意事業です。①の介護給付費適正化事業につきましては、町内の居宅介護支援

事業所のケアマネジャーに対しまして、適切にケアプランが作成されているかどうかを国の

指針に基づき、指導を行います。令和 6年度は町内 5事業所、計 12件のケアプラン点検を

実施しております。 

②の家族介護支援事業につきましては、決算書の 10節 需用費 家族介護用品支給事業

で、71万 7,477円を支出しております。登録者は 14名、延 126名におむつ券の給付をして

おります。 

③の成年後見制度利用支援事業につきましては、実績はございませんでした。 

決算書の下段にあります、12節 委託料の生活援助員派遣事業委託料 379万 6,000円

は、いさりび団地に配置されているＬＳＡ生活援助員 1名分に対する委託料でございます。 

次（３）の包括的支援事業の社会保障充実分ですが、①の在宅・医療介護連携推進事業は

渡島西部 3町、木古内・知内・福島の事務局として、令和 2年度から木古内町国保病院に業

務を委託し、在宅医療・介護関係機関の連携を図るために設置しております。道南地区の医

療・介護事業者で構成される道南地域医療連携システムに町内 6事業所と 1医療機関が登録

し、システム運営の推進を図っております。このシステムにつきましては、事前に登録いた

だいた患者の地域の医療機関に分散する診療データを統合・共有することで、一体的に医

療・介護の関係機関が連携することができるシステムで、包括支援センターのほうでは令和 

6年度 51件の登録があり、連携を図っております。 

決算書は、18節 負担金補助及び交付金 在宅・医療介護連携推進事業で 21万 8,000

円、これの内訳は事業費総額 54万円から 3町での均等割と高齢者人口割とした木古内町

の負担分が 11万 3,000円と年会費 10万 5,000円、計 21万 8,000円の支出をしておりま

す。 

②の生活支援体制整備事業ですが、生活支援コーディネーターにつきましては、木古内町

の社協福祉協議会に業務を委託し、1名のコーディネーターを配置しておりまして、決算書

は 12節 委託料 生活支援コーディネーター業務委託料として、288万 8,000円の支出が

ございます。 

次に、決算資料は 39ページです。 

（2）・（3）につきましては、コーディネーターの業務にあたるサロン等をとおして、木古

内町の地域における課題等抽出し、関係機関や有識者等で構成される生活支援ささえあい推

進協議会を設置し、委員会で検討しております。 

③の認知症総合支援事業の（1）認知症初期集中支援チーム員会議につきましては、チー

ム員委嘱状況については、木古内町国保病院の医師が 1名と看護師 2名、作業療法士 1名で

構成し、決算書の 1節 報酬 認知症初期集中支援チーム員報酬として、49万 1,000円を

支出しております。 

チーム員会議の開催状況につきましては、年 12回、延出席者 79人がございまして、支援

対象者が 1名、その他 19名につきましては、チーム員会議の対象ではないものの、支援が

必要なかたについて検討しているところです。 
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決算資料は 40ページの認知症サポーター養成講座につきましては、キャラバンメイトを

養成するため令和 6年度は 1回開催し、18名が参加しています。 

（3）のステップアップ研修は、令和 6年度を開始事業として、キャラバンメイトに対し 

て、認知症のかたやその家族を支援する「チームオレンジ」の体制構築を図るための研修会 

として 1回開催し、19名のかたが参加されております。 

（4）の認知症カフェにつきましては、認知症の理解ある地域づくりを推進するため、自

由参加とし、カフェ形式で認知症に関する講話やゲームなどを年 6回開催し、延 85名が参

加しております。 

決算書は 10節 需用費 2万 9,051円、これは認知症施策事業に必要な資料・消耗品、

また 11節 役務費 事業に伴う傷害保険料として 6,750を支出しています。 

（5）認知症ケアパスにつきましては、認知症の理解ある地域づくりを推進するためのケ

アパスを作成し、町広報誌に折り込みし、全戸配布しております。 

④地域ケア会議推進事業につきましては、開催状況につきましては、自治体、医療・介護

事業所等に従事する関係者等が集まりまして、多職種連携を図り町の高齢福祉施策について

の課題・要望などについて協議する場として、年 12回の開催、延 212名が参加しておりま

す。私のほうからの説明は以上になります。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

  （「議事進行」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 平野委員。 

平野委員 間もなく 2時間経過しますし、ちょっとこのあとも多く質問があると思いますの

で、集中力も切れましたので、休憩にしませんか。 

新井田委員長 いま平野委員からちょっと提案がございまして、それでは半まで休憩を取り

たいと思いますので、暫時、休憩いたします。 

 

休憩 午前 11 時 18 分 

再開 午前 11 時 20 分 

 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 ただいま、後藤主査より介護保険についての説明がございました。敦澤（裕）主査のほう

からも説明がございますので、これを受けたいと思います。 

 敦澤（裕）主査。 

敦澤（裕）主査 続きまして、介護保険特別事業会計歳出の続きから説明いたします。 

 決算書、30ページ・31ページをお開き願います。 

公債費につきましては支出は無く、不用額 5万 1,000円となっております。 

続いて、決算書 32ページ・33ページをお開きください。 

4款 諸支出金につきましては、決算額 4,083万 5,450円となっております。 

主なものにつきましては、2目 償還金 国庫支出金等過年度分の返還金が 4,067万

1,250円となっております。 

 次に、34ページ・35ページをお開き願います。 

 歳出の合計は、7億 3,920万 2,000円となっております。 
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以上で、歳出の説明を終わります。 

新井田委員長 歳入もお願いいたします。 

敦澤（裕）主査。 

敦澤（裕）主査 続きまして、歳入の説明をさせていただきます。 

決算書、8ページ・9ページ目をお開き願います。 

こちらにつきましても、主な内容について説明いたします。 

1款 保険料、1項 介護保険料、1目 第 1号被保険者保険料 決算額 1億 636万 

3,300円となっております。 

こちらにつきましては、決算資料 31ページお開き願います。 

 ⑪保険料収納状況についてです。 

アの現年度分では、令和 6年度の所得段階ごとの状況を記載しております。 

収納額の合計は 1億 621万 6,500円、収納率 99.1％です。 

2段目については、特別徴収、普通徴収の件数、金額、還付未済額、未納額を記載してお

ります。3段目は、参考として令和 5年度の収納状況を記載しております。 

次に、イ.滞納繰越分保険料ですが、調定額 157万 2,700円、収納額が 14万 6,800円、

不納欠損額が 22万 1,000円、未納額は 120万 4,900円と収納率 9.3％となっております。 

決算資料、34ページ目をお開きください。 

滞納状況と不納欠損処分一覧となっております。 

保険料の収納状況につきましては、以上となります。 

決算書、8ページ・9ページ目に戻ります。 

2款 分担金及び負担金から決算書 12ページ・13ページ、8款 諸収入、3項 雑入まで 

前年同様の内容となっております。 

歳入全体の決算額は、7億 8,266万 1,412円となっております。 

 決算資料は、32ページをお開き願います。 

決算についてまとめた内容となっており、最初に歳入では、介護保険料や国庫支出金、繰

入金、繰越金を含め、合計①で 7億 8,266万 1,000円、次に歳出では、総務費は人件費と事

務費、保険給付費は居宅や施設、保険者負担分や高額介護サービス費、地域支援事業は介護

予防・包括的支援事業費で、合計②で 7億 3,920万 2,000円となっております。 

決算資料、33ページをお開き願います。 

歳入歳出の差引きＡは、歳入合計から歳出合計を差し引いた、4,345万 9,000円が翌年度

に繰り越す金額となります。 

国庫、道費、支払基金への返還金・交付予定につきましては、令和 7年度中に交付、返還

を行い、実質収支差引で 2,439万円となっております。 

下段の単年度収支につきましては、（ア）の実質収支差引額 2,439万円から前のページ

（イ）繰越金の 6,337万 7,000円を差し引いた、3,898万 7,000円がマイナスとなっており

ます。 

以上で、介護保険事業特別会計の説明を終了します。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

 ただいま、介護保険の説明を受けました。 

 これより質疑を求めたいと思います。 
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 どなたかございませんか。 

 相澤委員。 

相澤委員 何回もすみません。 

 資料の 36ページ、2段目の表なんですが、調整額で 1町だけマイナスになっているんで

すが、この部分どういう加減かちょっと教えていただければありがたいですが。 

新井田委員長 吉田（宏）課長。 

吉田（宏）保健福祉課長 ただいまの相澤委員のご質問ですが、こちらの調整額につきまして

は、この審査会につきまして木古内町で審査をする木古内班が松前町と福島町の資料のほう

を対象者のほうの審査を行っております。その際に、松前町と福島町のほうで委員さんがそ

の会場で審査をするものを木古内町の事務局の画面に映して通信で行っているんですけれど

もその際に、松前町と福島町でそれぞれ職員のかたも当然審査会の委員だけではできません

ので、職員のかたも出席していただくことになっております。その場合に、松前町と福島町

の職員のかたの時間外手当が生じまして、その時間外手当につきましては、松前町と福島町

の予算の一般会計のほうで支出しております。その部分の費用について、松前町と福島の一

般会計のほうにお返しすると言いますか調整するということで、だいたい令和 6年度で言い

ますと 12万円ほど時間外手当が発生しておりまして、その部分を四町のほうで負担割合に

あわせて案分して、その部分をそれぞれが負担をするということで、木古内と知内は結果出

すだけになりますが、福島町と松前町は負担するものから一般会計で支出した分を差し引き

した結果のこの負担額になっておりますので、実際には細かく言いますと福島町さんもだい

たい 2万 6,000円ぐらいです。松前町で言うと 4万 1,000ぐらいの負担になるんですけれど

も、それをそれぞれ福島のほうが時間外手当 8万円ほど、松前のほうも 4万円ほど出してい

ますので、その部分を差し引きした結果がこの調整額ということで、ちょっとなかなかわか

りづらいんですけれども、ご理解いただければと思います。 

新井田委員長 相澤委員。 

相澤委員 どうもありがとうございました。なかなか難しそうですけれども、ちょっとおよ

そわかりました。ありがとうございます。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

 平野委員。 

平野委員 決算書でページで言いますと 16ページからなんですけれども総務費で、資料も

含めて不要額の 30万円以上については資料掲載ありますし、ただ不用額が 30万にいかない

場合でも執行が例えばゼロですとか、そういうのはちょっと口頭でも説明いただきたかった

なと思い、説明がなかったと思われる部分をちょっと確認させていただくんですけれども、

例えば総務費の一般管理費の職員の旅費です。こちら 23万円の当初予算に対して、まるっ

きりゼロと。次ページにいきましても、おそらく審査委員会の委員さんだと思うんですけれ

ども、そちらの旅費、研修費がゼロですとか、例えば修繕費は修繕する場所がなかっただよ

ということで想像はつくんですけれども、ページを追っていきますと 27ページ・28ページ

にも執行がゼロの項目が複数ございますので、これらについてゼロだった理由をちょっとお

聞きいたします。 

新井田委員長 暫時、休憩いたします。 
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休憩 午前 11 時 42 分 

再開 午前 11 時 42 分 

 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 敦澤（裕）主査。 

敦澤（裕）主査 平野委員のお尋ねですけれども、執行ゼロの金額につきまして、まず 16ペ

ージの総務費です。旅費につきましては、当初見込んでいた研修等がズーム開催だったり、

インターネット開催と言うんですか、そういったものの変更だったり、見込んでいた研修が

中止というふうな形になりまして、執行ゼロとなっております。 

 また、介護審査につきましても、予定していた出張等が開催がなかったということで、ゼ

ロの金額となっております。 

 すみません、一個抜けました。19ページの徴収費、印刷製本費のゼロ円執行なんですけ

れども、こちらは介護保険の納付書です。例年印刷するんですけれども、残数です。毎年買

いますので、6年度中残数のほうで対応できると判断しまして、ゼロ執行となっておりま

す。 

 続きまして、支援事業のほうは後藤主査より説明のほうをする形となります。 

 また、30ページ・31ページは支出です。公債費等につきましては支出ゼロ、該当がなか

ったためとなります。 

 支援事業のほうを後藤主査のほうより説明のほうをさせていただきます。 

新井田委員長 後藤主査。 

後藤主査 28ページ・29ページの扶助費の家族介護慰労給付費につきましては、これにつ

きましては在宅のほうで介護度 4、介護度ないし 5のかたが介護保険のサービスを全く使っ

ていないかたの家族に対して支援する給付金になるんですけれども、令和 6年度については

対象者がいなかったということで、ゼロの支出となっております。以上です。 

新井田委員長 ほかないですか。 

 竹田委員。 

竹田委員 特に質問っていうことではないんですけれども、今回の介護保険の説明含めて、

やはり資料を活用した説明っていうことで、すごくやはり我々にはわかりやすく伝わりまし

た。このことで質問しようかなと思っていた部分も資料等の説明の中で、クリアされて質問

っていう部分がなくなってしまったっていうようなことで、大変良かったっていうことを申

し述べて。 

新井田委員長 ありがとうございます。そういうことだそうでございますので。 

 ほかございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、引き続き介護サービス事業会計についてお願いしたいと

思います。 

 後藤主査。 

後藤主査 次に、介護サービス事業特別会計の決算について、説明いたします。 

まず歳出からですが、決算書は 12ページ・13ページをお開き願います。 

1款 総務費、1項 総務管理費、1目 一般管理費、12節の委託料 介護予防支援サー 
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ビスに係るケアプラン 470件のうち、202件の介護予防サービス計画委託料として 90万

6,740円を支出しております。 

歳出合計が介護保険事業特別会計繰出金 121万 6,800円を含めまして、決算額 212万

3,620円となっております。 

次に歳入ですが、決算書 8ページ・9ページとなりますが、1款のサービス収入、2項 

介護予防給付費収入、1目 介護予防サービス計画費収入、1節の介護予防サービス計画費

収入で、介護予防支援サービスに係るケアプラン 470件分、歳入合計が決算額 212万

3,620円、歳入歳出同額となっております。以上でございます。 

新井田委員長 ただいま、説明がございました。 

 この件について、質疑ありましたら挙手をお願いいたします。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、国保特別会計については、国保のほうでやるということ

ですので、これをもちまして保健福祉課保健推進グループの説明を全て終了いたしました。 

 これにて審査を終えたいと思います。どうもご苦労様でございました。 

 暫時、休憩いたします。 

 

休憩 午前 11 時 48 分 

再開 午後 1 時 00 分 

 

 

（2）税務課 

新井田委員長 定刻となりましたので、休憩を解き、会議を再開いたします。 

 午前中に引き続き、税務課の所管であります徴税費、並びに国保特別会計を審査対象とい

たします。 

 それでは早速、説明を求めたいと思います。 

 渡辺主査。 

渡辺主査 税務課の渡辺です。 

 では、私のほうからは税務課所管としまして、一般会計分と国保税に係る国保会計分につ

いて、ご説明させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、一般会計に係る歳出からご説明いたします。 

決算書、48ページ・49ページをお開きください。 

出納業務に係る分といたしまして、2款 総務費、1項 総務管理費、1目 一般管理

費、11節 役務費中、上から 4段目、振替（変更）手数料 320万 108円、その下、収納サ

ービス手数料 32万 8,238円、一番下の伝送サービス利用料 34万 8,414円を支出してお

ります。 

 決算書、60ページ・61ページをお開きください。 

2款 総務費、2項 徴税費、1目 税務総務費で、予算額 421万円に対しまして、決算

額 384万 655円、前年度と比較して 98万 2,119円の減額となっております。 

主な要因としましては、令和 5年度に実施しました住民税関係通知電子化業務委託料の減

によるものです。 
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主な支出としましては、12節 委託料の軽自動車税関係手続電子化業務が、すでに普通

自動車で運用されている新車登録時等の手続関係や納税確認をインターネットで行うことが

可能となる範囲が小型二輪、軽二輪に拡充されるもので、対応するシステム改修を行ってお

ります。ことし 4月から小型二輪が、来年 1月から軽二輪が運用開始となります。 

18節 負担金補助及び交付金につきましては、1行目 納税貯蓄組合補助金は、組合数減

減により前年度から 5万 7,500円の減となっております。 

また、下から 3行目の渡島・檜山地方税滞納整理機構負担金について、前々年度の徴収実

績に基づき各市町で負担するもので、前年度より 33万 2,000 円の増となっております。 

地方税共同機構負担金については、前年度より 33万 2,097円の減となっておりますが、

前年度で負担金に含まれていた軽自動車ワンストップサービス及び軽自動車税納付確認シス

テムに係る初年度負担金の減額となったものです。 

 続きまして、2目 賦課徴収費になります。 

 予算額 604万 8,000円に対しまして、決算額 584万 7,367円、前年度と比較して 5万

9,592円の減となっております。 

 主な支出としましては、12節 委託料の一番下にあります申告相談システム改修業務委

託料につきまして、定額減税にかかるシステム改修によるものとなっており、113万 4,650

円を支出しております。 

 ほか委託料については、物価高騰や人件費の高騰などにより概ね 5万から 10万への増額

となっております。 

18節 負担金補助及び交付金は、環境性能割徴収取扱交付金として北海道へ納付する負 

担金 4万 795円を支出しております。 

続きまして、146ページ・147ページをお開きください。 

13款 諸支出金、1項 還付金、1目 過誤納還付金、22節 償還金利子及び割引料 町

税等還付金 460万 1,399円のうち税務所管分は、一番上の黒丸の税務課のところになりま

すが、法人町民税還付金から軽自動車税還付金まで記載のとおりとなっておりまして、合計

で 101万 1,295円となっております。 

 歳出は、以上となっております。 

 引き続き、歳入についてご説明いたします。 

 決算書は、12ページ・13ページとなっておりますが、決算書に記載している税務課所管

分の歳入に関しましては、決算説明資料に記載しておりますので、こちらの資料にてご説明

させていただきます。 

それでは、資料 2ページ目になりますのでお開き願います。 

令和 6年度町税等収納状況一覧表になります。 

このうち、個人町民税から入湯税までが一般会計で、歳入となる税目となっております。 

税目ごとの予算額、調定額は記載のとおりとなっておりますので、主に収入額及び収納率 

について税目ごとの計の欄にてご説明いたします。 

まずは、個人町民税ですが、収入額は 1億 2,835万 9,637円、不納欠損額は 30万 1,593

円、収納率は 94.1％となっております。 

 次に、法人町民税ですが、収入額は 2,346万円、収納率は 100％です。 

続いて、固定資産税です。 
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収入額は 2億 6,646万 14円、不納欠損 80万 8,400円、収納率は 95.4％となっておりま

す。 

 続いて、国有資産所在市町村交付金につきましては、収入額は 1,025万 8,300円、収納率 

は 100％となっております。 

次に、軽自動車税環境性能割です。 

収入額は、登録車 39台分の 59万 8,900円、収納率は 100％です。 

 続いて、軽自動車税種別割になりますが、収入額は 1,103万 1,500円、不納欠損額 1万

8,900円、収納率は 98％となっております。 

 次に、たばこ税ですが、収入額は 4,673万 1,801円となっており、収納率は 100％です。 

続いて、入湯税です。収入額は 90万円となっており、収納率は 100％です。 

 一般会計に係る税の計としましては、①の一般税計の欄になりますが、調定額は 5億 900

万 5,791円、収入額は 4億 8,780万 152円、不納欠損額は 112万 8,893円、収納率は対前年

度比 0.4％減の 95.8％となっております。1款の町税については、以上です。 

続きまして、決算書は 18ページ・19ページになりますのでお開き願います。 

 13款 使用料及び手数料、2項 手数料、1目 総務手数料のうち、上から四つ目の税務 

証明手数料になりますが、所得証明書などの交付手数料で、収入額は 25万 3,600円、その

下の町税督促手数料の収入額は 6,000円となっております。 

次に、決算書は 28ページ・29ページになります。 

15款 道支出金、3項 道委託金、1目 総務費委託金、2節 徴税費委託金につきまし

ては、町道民税の納税義務者数に一定率乗じて交付される道民税徴収取扱費としまして、

515万 8,598円収入しております。 

続きまして、決算書 34ページ・35ページをお開きください。 

20款 諸収入、1項 延滞金加算金及び過料、1目・1節 延滞金につきましては、38万

9,454円、2目・1節 過料は収入がありませんでした。 

次に、決算書は 36ページから 37ページになります。 

5項・1目・3節 雑入の税務課所管分ですが、中段の黒丸になります。土地精通者意見

価格調書作成手数料としまして、5,850円収入しております。こちらにつきましては、税務

署から町内の土地の評価額等について照会された 9件の調査の回答に対する収入となってお

ります。 

以上で、一般会計の歳入の説明を終わらせていただきます。 

新井田委員長 ただいま、徴税費ほかについての説明がございました。 

 なにか質疑ございますでしょうか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、審査済みとさせていただきます。 

 引き続き、国保特別会計についてお願いしたいと思います。 

 渡辺主査。 

渡辺主査 では、国保特別会計、税務課所管分について説明させていただきます。 

それでは、歳出からご説明いたします。 

国保特別会計決算書は、18ページ・19ページになります。 

1款 総務費、2項 徴税費、1目 賦課徴収費 予算額 355万 8,000円、決算額は 344



- 30 - 

 

万 2,935円となっており、前年度と比較して 11万 9,678円の増となっております。 

主な支出につきまして、令和 6年度は 12節 委託料の国保税システム改修業務を実施し

ております。産前産後期間の保険料減免制度に対応するためのシステム改修を行ったもので

す。 

18節 負担金補助及び交付金の渡島・檜山地方税滞納整理機構負担金については、移管

額の割合に応じて一般会計と按分しており、前年度より 38万 4,000円の減となっておりま

す。 

 2目 納税奨励費は、予算額 15万 5,000円、決算額 14万 9,600円となっており、国

保税に関するパンフレットの印刷製本費で前年同様の支出となっております。 

次に、決算書 36ページ・37ページとなりますのでお開きください。 

8款 諸支出金、1項 償還金及び還付加算金、1目 一般被保険者保険税還付金、22節 

償還金利子及び割引料は、5万 8,200円となっております。 

2目 退職被保険者等保険税還付金につきましては、支出がありませんでした。 

歳出の説明は、以上となっております。 

引き続き、歳入についてご説明させていただきます。 

 決算書は、8ページ・9ページになりますが、こちらについても一般会計同様、資料にて

説明させていただきます。 

それでは、決算審査説明資料の 2ページをお開きください。 

令和 6年度町税等収納状況一覧表です。 

国保税につきましては、①の一般税計の下からになりますが、国保税は一般から退職、そ

して国保税の計を記載しております。 

まずは国保税一般分ですが、予算額及び調定額は記載のとおりとなっており、収入額は現

年課税分で前年度より 813万円ほど減の 7,386万 1,349円、滞納繰越分では対前年度比 62 

万円程度減の 411万 7,302円となっており、不納欠損額は 84万 6,870円、収納率は現年課

税分、対前年度比 0.8増の 96.1％、滞納繰越分は対前年度比 1.2％減の 17.5％となってお

ります。 

続いて、国保税退職分ですが、収入額は現年課税分では、課税対象者がおりませんでした 

ので 0円となっており、滞納繰越分は 41円でした。不納欠損額もありません。 

 ②の国保税計の欄でご説明させていただきますが、調定額は対前年度比 1,094万円減の 

1億 66万円 8,560円、収入額は対前年度比 875万円減の 7,797万 8,692円、不納欠損額は 

対前年度比 20万円程度減の 84万 6,870円、収納率は対前年度比 0.2％減の 77.5％となっ

ております。 

国保税を含む現年課税分、滞納繰越分をあわせました町税全体の収納状況は、④の合計に

なりますが、調定額、収入額は記載のとおりとなっており、収納率は 92.8％で、前年度と

比較しますと 0.1％下回っているところです。 

また、資料の 3ページには、過去の収納状況としまして収納率の推移を参考までに載せさ

せていただいております。 

次の 4ページ上段には、納付方法別収納一覧となっております。 

税目ごとですと、個人町民税では給与や年金からの特別徴収があわせますと 80％、固定

資産税・軽自動車税種別割・国民健康保険税は、ゆうちょ銀行などの金融機関窓口や役場窓
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口での納付が最も多くなっております。 

同じく 4ページ中段には滞納整理機構収納状況を、下段には入湯税の充当事業を記載して

おります。入湯税は、環境衛生施設や鉱泉源の保護管理施設及び消防施設その他消防活動に

必要な施設の整備並びに観光の振興などに要する費用に充てる目的税であることから、その

趣旨を踏まえ、令和 6年度では記載のとおり寒中みそぎフェスティバル実施事業のうち、90

万円程度を事業に充当しております。 

次のページ 5ページには、不納欠損処分について理由ごとに掲載したものとなっておりま

すので、後ほどご参照願います。 

 1款 国民健康保険税については、以上となります。 

決算書に戻りまして、9ページ一番下に記載の科目になります。 

2款 使用料及び手数料、1項 手数料、1目 督促手数料、1節 保険税督促手数料は、 

7,000円となっております。 

 続きまして、12ページ・13ページをお開きください。 

7款 諸収入、1項 延滞金加算金及び過料、1目 延滞金、1節 延滞金は、152万

3,647円となります。 

続いて、2項・4目・1節 雑入です。 

こちらは、渡島・檜山地方税滞納整理機構の過年度精算還付金で、4万 9,785円となって

おります。 

これは、滞納整理機構の決算で余剰金が生じた分を翌年度に各町に案分し還付されるもの

です。国保会計における税に関する歳入は以上となっております。ご審議、よろしくお願い

いたします。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

 国保特別会計についてもいま説明がございました。 

 この件についてなにか質疑等あれば承りたいと思います。 

 吉田委員。 

吉田委員 9番 吉田です。 

 いま国保会計の説明の中で、督促手数料ありますよね、最後の部分。これ 7,000円って言

いましたよね。9,000円になっていないですか。 

新井田委員長 畑中課長。 

畑中税務課長 ただいまの吉田委員のご質問でございます。 

 督促手数料につきましては、9,000というのは、予算減額が 9,000円ということで、収入

済額は決算書のほうにも 7,000円と記載になってございます。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、以上をもちまして、税務課所管に関しては審査終了した

いと思います。 

 どうもお疲れ様でございました。 

 暫時、休憩いたします。 
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休憩 午後 1 時 20 分 

再開 午後 1 時 22 分 

 

 

（3）町民課 

新井田委員長 それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。 

 それでは、町民課住民グループ国保会計から審査をさせていただくことになりました。 

 よろしくお願いいたします。 

 柏谷主査。 

柏谷主査 町民課住民グループの柏谷です。よろしくお願いいたします。 

私からは、国保会計・後期会計・一般会計の重度・ひとり親・乳幼児の医療助成分につい

て、説明させていただきます。 

それでは、国民健康保険特別会計からご説明させていただきます。 

歳出からご説明させていただきます。 

国民健康保険特別会計決算書、16ページ・17ページをお開きください。 

1款 総務費、1項 総務管理費、1目 一般管理費になります。 

決算額 1,445万 8,979円で、前年度と比較して 208万 4,406円の減額となっておりま 

す。減額の主な要因は、人事異動による人件費の減や各種医療情報を管理している国保総合

システム端末等の購入に伴う備品購入費の減によるものです。 

2目 連合会負担金になります。 

決算額 292万 4,866円で、前年と比較し、15万 3,523円増額となっております。 

増額の主な要因は、産前産後の保険税軽減措置に伴う国保事業状況報告システムの改修に

係る負担金の支出があったためです。 

決算書、18ページ・19ページをお開きください。 

3項・1目 運営協議会費になります。 

決算額 5万 2,200円で、国民健康保険運営協議会委員の報酬や会議賄いなどです。 

4項・1目 趣旨普及費は、決算額 24万 1,958円で、被保険者への通知等に係る郵便料 

となっております。 

決算書、20ページ・21ページをお開きください。 

2款 保険給付費は、決算額 3億 4,523万 1,631円です。 

町民課決算資料でご説明させていただきます。 

資料の 25ページをお開きください。 

国保の世帯数、被保険者数は年々減少している状況です。そのうち、65歳から 74歳まで

の前期高齢者の割合は 53.5％となっている状況です。 

次に、資料の 26ページをお開き願います。 

1列目の令和 6年度の療養給付費は 2億 8,890万 5,938円で、前年度より 4,576万 8,859

円減額、3列目の高額療養費は 4,853万 2,676円で、前年度より 819万 1,659円減額になっ

ております。 

主な要因としましては、がんや脳梗塞に係る医療費が少なかったことが考えられます。 

出産育児一時金は 3件で 150万、葬祭費については 14件で 42万円の支出です。 
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決算書に戻りまして、24ページ・25ページをお開きください。 

3款 国民健康保険事業費納付金で、決算額 1億 1,805万 6,000円です。 

北海道が国民健康保険運営方針で定める納付金算定方法に基づいた納付金となっておりま

す。 

決算書、26ページ・27ページをお開きください。 

4款 保健事業費、1項・1目 特定健康診査等事業費は、決算額 566万 677円です。 

特定健診の状況は、決算資料の 27ページをお開きください。 

6.特定健診の受診者は 249名で、前年度と比較して 9名減少しております。 

決算書に戻りまして、2項 保健事業費、1目 疾病予防費は、決算額 169万 182円で

す。前年どおりの支出となっております。 

なお、各保健事業の実施状況については、資料の 27ページに記載されておりますので、

後ほどご参照ください。 

決算書、28ページ・29ページをお開き願います。 

3項 特別総合保健施設事業費、1目 保健指導事業費は、決算額 3,727万 1,741円

で、健康管理センターの運営に係る人件費が主な支出となっております。 

人件費以外で前年度と比較して増減が大きかったものは、13節 使用料及び賃借料の健

康管理システムリース料で、昨年 8月末に 5年間の長期継続契約が終了してから引き続き同

じシステムを使用しているため、リース料の支払いは 8月までの 5か月分となっており、前

年度と比較すると 43万 920円減額となっております。 

2目 施設管理費は、決算額 670万 6,044円で、健康管理センターの維持管理費となっ

ております。前年度と比較して増減が大きかったものは、10節 需用費で、電気料が 9万

8,910円増額、重油が 14万 7,511円減額、修繕費が 21万 7,410円増額となっております。 

そのほかの支出については、ほぼ例年どおりです。 

決算書、32ページ・33ページをお開きください。 

5款・1項 基金積立金、1目 国民健康保険事業基金積立金は、決算額 7万 1,474円

で、基金積立金の利子収入分を積み立てたものになります。 

次のページをお開きください。 

6款 公債費は、決算額 0円で予算執行はありません。 

次のページをお開き願います。 

7款 諸支出金、1項 償還金及び還付加算金になります。 

このうち国保担当で支出があったのは、3目 特定健康診査等負担金償還金で、43万

7,000円となっております。 

2項 延滞金は、決算額 0円で予算執行はありません。 

3項 繰出金は、決算額 5,969万 9,000円で、国保病院会計に対する繰出金となってお 

ります。前年度と比較すると 5,574万 9,000円増額となっており、増額の要因は医療機器の

更新等に伴うものとなっております。 

国保会計の歳出の説明は、以上となっております。 

新井田委員長 続いて、歳入もお願いします。 

柏谷主査。 

柏谷主査 では続けて、歳入についてご説明いたします。 
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決算書、10ページ・11ページをお開きください。 

3款 道支出金、1項 道負担金、1目 保険給付費等交付金、1節 保険給付費等普通交

付金は、調定額・収入済額 3億 5,029万 2,524円です。 

2節 保険給付費等特別交付金は、調定額・収入済額 1億 26万 9,000円となっており、

詳細につきましては、決算資料の 24ページをお開き願います。 

2段目の表になります、特別調整交付金が前年度と比較しまして、5,654万 2,000円の増

額、3段目の表になります道繰入金は、前年度と比較しまして 833万 1,000円の増額となっ

ておりますが、国民健康保険病院において医療機器等を更新したことによる増額となってお

ります。 

決算書に戻りまして、10ページ・11ページです。 

4款 財産収入、1項 財産運用収入、1目 利子及び配当金は、調定額・収入済額 7万

1,474円です。 

国保事業基金積立金の利子収入で、前年度と比較すると 6万 9,469円増額となっておりま

す。増額の要因は、定期預金の利率の上昇及び定期預金額の増額に伴うものです。 

5款 繰入金、1項・1目 一般会計繰入金は、調定額・収入済額 6,035万 7,759円で、

前年度と比較すると 325万 3,086円の増額となっております。 

増額の主な要因は、健康管理センターの人件費 1名分の増加に伴うものです。 

詳細については、決算資料の 24ページ一番下段の繰入金内訳欄をご参照ください。 

決算書、12ページ・13ページをお開き願います。 

6款 繰越金、1項 繰越金は、調定額・収入済額 4,096万 7,118円です。 

7款 諸収入、1目 延滞金は、調定額・収入済額 152万 3,647円です。 

歳入合計 6億 3,155万 807円から、歳出合計 5億 9,638万 1,710円を差し引いた、差

引額 3,516万 9,097円が翌年度へ繰り越しとなります。 

国保分については、以上になります。 

一般会計の国保分も続けて説明してよろしいでしょうか。 

新井田委員長 よろしくお願いします。 

 柏谷主査。 

柏谷主査 次に、一般会計の国保分をご説明させていただきます。 

歳出からご説明いたします。 

一般会計決算書、70ページ・71ページをお開きください。 

3款 民生費、1項 社会福祉費、1目 社会福祉総務費、27節 繰出金は、決算額 

6,035万 7,759円で、国民健康保険特別会計に繰り出しているものです。 

内訳につきましては、決算資料 24ページ下段に記載しておりますのでご参照ください。 

続いて、歳入をご説明いたします。 

決算書、20ページ・21ページをお開き願います。 

14款 国庫支出金、1項 国庫負担金、1目 民生費負担金、3節 国民健康保険事業負

担金は、調定額・収入済額 462万 453円で、保険者支援分の基準額の 2分の 1を国が支援

するものです。 

決算書、24ページ・25ページをお開きください。 

15款 道支出金、1項 道負担金、1目 民生費負担金、3節 国民健康保険事業負担金
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は、調定額・収入済額 1,366万 2,904円で、低所得者に対する保険税軽減分の基準額の 4

分の 3と保険者支援分の基準額の 4分の 1を道が支援するものです。 

一般会計の国保分は、以上となります。よろしくご審議をお願いいたします。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

 ただいま、町民課国民健康保険特別会計について、説明がございました。 

 質疑を受けたいと思いますけれども、どなたか。 

 吉田委員。 

吉田委員 9番 吉田です。 

 資料の 27ページ、保健事業実施状況の脳ドックの部分ってここでよろしいですよね。 

 それで、私の記憶の部分で脳ドックの検診っていうのは、木古内町の枠って 100っていう

記憶をしていたんですよ。それで、いま 51件の脳ドックの受診者がいたと。これ 100をク

リアしないと町の脳ドックの枠が減らされるっていう話を聞いていたんですが、いま現状ど

ういうふうになっているのか、未だに 100の件数があるのか、そこら辺ちょっと詳しく説明

できればしていただきたいなと思います。 

新井田委員長 羽澤課長。 

羽澤町民課長 ただいまの脳ドックの枠の質問でございますが、現状、令和 7年度につきま

しても、昨年度 51件の実績だったんですが、100の枠は確保できているというような状況

になってございます。以上です。 

新井田委員長 吉田委員。 

吉田委員 これすごい大事なんですよね。やはり町民の健康を守るために脳ドックって必要

なので、51人という実績なんですが、ぜひもうちょっと広めるような国保税を納めている

かたにもっと広めていただきたい。そして、枠をやはり確保していただきたいというのが私

達の要望なので、その辺十分気を付けて業務にあたっていただきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。以上です。 

新井田委員長 要望としてお話がございました。 

 ほかございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、国保についてはこれで審査を終えたいと思います。 

 暫時、休憩いたします。 

 

休憩 午後 1 時 39 分 

再開 午後 1 時 39 分 

 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 引き続きまして、後期高齢者特別会計について、審査を行いたいと思います。 

 早速、説明を求めたいと思います。 

 柏谷主査。 

柏谷主査 それでは、後期高齢者医療特別会計についてご説明いたします。 

はじめに、決算資料のほうで令和 6年度の後期高齢者医療の被保険者数と医療費につい

て、ご説明させていただきます。 
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決算資料の 25ページをお開きください。 

一番下段の後期高齢者医療被保険者数ですが、令和 6年度末は前年度より若干増加してお

りまして、1,079人となっております。 

次に、資料の 29ページをお開きください。 

令和 6年度は、療養給付費、療養費、高額療養費を含めた合計が 9億 4,067万 8,964円と

なっており、前年度より 1億 945万 577円増額となっております。 

続きまして、決算書をご参照願います。 

歳出から説明させていただきます。 

後期高齢者医療特別会計決算書、14ページ・15ページをお開きください。 

 1款 総務費、1項 総務管理費、1目 一般管理費は、決算額 33万 8,169円となって

おります。 

また、2項・1目 徴収費ですが、決算額 85万 7,959円で、前年度と比較すると、3万

7,369円増額となっております。 

口座振替手数料の単価が変更になったことに伴い、口座振替手数料は減額しているもの

の、納付書作成業務委託料が増額したことなどによる差し引きで増額となっております。 

決算書、16ページ・17ページをお開きください。2款・1項 保健事業費、1目 疾病予

防費は、決算額 418万 4,907円で、前年度と比較すると 21万 2,194円増額となっており

ます。 

増額の主な要因は、健康診査実施委託料が増額したことによるものとなっております。 

決算書、18ページ・19ページをお開きください。 

3款・1項・1目 後期高齢者医療広域連合納付金は、決算額 1億 5,443万 5,844円で、 

北海道全体の医療費などに基づき、広域連合で見込み額が算定されるものとなっておりま

す。 

決算書、20ページ・21ページをお開き願います。 

4款 諸支出金、1項 償還金及び還付加算金、1目 保険料還付金は、決算額 5万

5,000円となっております。 

2項 繰出金、1目 他会計繰出金は、決算額 85万 3,000円で、令和 6年度より新たに

実施しております、保健・介護一体的実施推進事業助成金の人件費相当分と例年実施してい

る保健福祉課の骨粗しょう症検診に係る助成金を一般会計に繰り出したものとなっておりま

す。 

歳出の説明は、以上となります。 

続けて、歳入について説明させていただきます。 

決算書、8ページ・9ページをお開きください。 

1款・1項 後期高齢者医療保険料は、調定額 6,164万 8,500円、収入済額 6,089万

3,000円となっております。 

1目 特別徴収保険料の収入未済額 13万 1,900円につきましては、死亡等の事由による

保険料の変更に伴う過誤納金の還付未済額となっております。 

なお、決算資料の 28ページをお開きください。 

こちらに記載のとおり、令和 6年度は 2名分の不納欠損処分をしておりまして、保険料 

9万 8,100円を不納欠損処分しております。 
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決算書に戻りまして、8ページ・9ページです。 

2款 広域連合支出金、1項・1目・1節 広域連合補助金は、調定額・収入済額 55万

1,000円となっております。 

2節 長寿・健康増進事業特別対策補助金の 7万 2,000円は、歳出の一般会計繰出金で説

明した、保健福祉課の骨粗しょう症検診のうち、後期高齢者医療対象者分の助成金となって

おります。 

3款 繰入金、1項 一般会計繰入金、1目・1節 事務費繰入金は、調定額・ 収入済額 

578万 6,229円で、一般事務費と広域連合事務費を繰り入れしております。 

 2目・1節 保険基盤安定繰入金は、調定額・収入済額 2,861万 5,154円で、軽減対象

者に係る繰入金となっております。 

3目・1節 療養給付費負担金繰入金は、調定額・収入済額 6,197万 8,590円で、一般 

会計からのルール分の繰入金となっております。 

4款・1項・1目・1節 繰越金は、調定額・収入済額 23万 2,300円となっております。

5款 諸収入、1項 延滞金及び過料は、調定額・収入済額 7,400円となっております。 

こちらは滞納分の保険料を納付する際に、延滞金が生じたことによる収入となっておりま 

す。 

決算書、10ページ・11ページをお開きください。 

2項・1目 受託事業収入、1節 健康診査等受託事業収入は、調定額・収入済額 161万 

7,600円で、歳出で説明した健康診査実施委託料の受託事業収入となっております。 

 2節 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業受託収入は、調定額・収入済額 85 

万 6,961円で、歳出で説明した保健・介護一体的実施推進事業の受託収入となっておりま 

す。 

 3項・1目・1節 雑入は、調定額・収入済額 24万 8,545円で、保険料の還付が発生し 

たことによるものと、被保険者証を特定記録での送付に変更したことに伴う差額について広 

域連合から助成があったものを収入しております。 

歳入合計 1億 6,085万 8,779円から、歳出合計 1億 6,072万 4,879円を差し引いた差 

引額 13万 3,900円が翌年度へ繰り越しとなっております。 

後期高齢者医療特別会計は、以上となっております。 

一般会計の後期分も続けて説明してよろしいでしょうか。 

新井田委員長 お願いいたします。 

柏谷主査。 

柏谷主査 それでは、一般会計の後期分を説明させていただきます。 

歳出から説明させていただきます。 

決算書、80ページ・81ページをお開きください。 

3款 民生費、1項 社会福祉費、11目 後期高齢者医療費、27節 繰出金は、決算額 

9,637万 9,973円で、後期高齢者医療特別会計への繰出金です。 

内訳につきましては、後期高齢者医療特別会計決算書歳入で説明しました、3款 繰入金

の 1目 事務費繰入金、2目 保険基盤安定繰入金、3目 療養給付費負担金繰入金が内訳

となっており、決算資料 2ページ・3ページに記載がありますとおり、不用額が 116万

2,027円となっております。 
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歳出については、以上となります。 

歳入について、ご説明いたします。 

決算書、24ページ・25ページをお開きください。 

15款 道支出金、1項 道負担金、1目 民生費負担金、4節 後期高齢者医療負担金

は、調定額・収入済額 2,146万 1,365円で、後期高齢者保険料の低所得者に対する保険料

軽減分の基準額の 4分の 3を道が負担するものとなっております。 

一般会計歳入は、以上となります。よろしくご審議をお願いいたします。 

新井田委員長 ただいま、後期高齢者医療特別会計について、説明がございました。 

 なにかご質問ありますでしょうか。 

 平野委員。 

平野委員 1番 平野です。 

 先ほど税務課でちょっと本当は聞きたかったんですけれども、違うことを考えていて聞き

そびれちゃったので、国保会計でも聞けると思うんですけれども、保険料を支払う際に国保

あるいは後期高齢者で、様々な支払方法があると思うんですけれども、それぞれの種類によ

っての支払方法をどの支払いでされたっていうデータってまとまったものってあるんでしょ

うか。ちょっとそこ確認だけさせていただきたい。 

新井田委員長 柏谷主査。 

柏谷主査 ただいまの平野委員のご質問ですが、国民健康保険税につきましては、ちょっと

税務課のほうが担当になりますので、納付方法については把握していないんですけれども、

後期のほうにつきましては、口座振替のほうが 186件、窓口等での現金払いのほうが 78

件、コンビニとかの収納についてが 254件ということで、把握しております。 

  （「休憩」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 暫時、休憩いたします。 

 

休憩 午後 1 時 53 分 

再開 午後 1 時 53 分 

 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 ほかございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、次に一般会計のほうの説明がございますので、よろしく

お願いいたします。 

 柏谷主査。 

柏谷主査 それでは、医療費助成分の一般会計の歳出からご説明させていただきます。 

一般会計決算書、76ページ・77ページをお開きください。 

3款 民生費、1項 社会福祉費、6目 心身障害者ひとり親家庭等医療費は、決算額 

1,284万 8,368円で、前年度と比較して 68万 3,711円の増額となっております。 

増額の主な要因は、対象者の医療費が増加したことによるものです。 

また、決算資料の 2ページ・3ページをお開きください。 

不用額についてですが、民生費、社会福祉費、心身障害者ひとり親家庭等医療費の不用額 
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264万 9,256円は、医療費が見込みよりも少なかったことによる減となっております。 

決算書に戻りまして、78ページ・79ページをお開きください。 

7目 乳幼児医療費は、決算額 851万 892円で、前年度と比較して 21万 777円の増額 

となっております。 

増額の主な要因は、福祉医療システムの改修を行ったことによるものです。 

資料の 2ページ・3ページをお開きください。 

不用額ですが、民生費、社会福祉費、乳幼児医療費の不用額は 94万 4,017円は、医療費

が見込みよりも少なかったことによる減となっております。 

歳出については、以上となります。 

続けて、歳入も説明してよろしいでしょうか。 

新井田委員長 お願いします。 

 柏谷主査。 

柏谷主査 では続けて、歳入について説明させていただきます。 

決算書、26ページ・27ページをお開きください。 

15款 道支出金、2項 道補助金、2目 民生費補助金、3節 重度心身障害者ひとり親

家庭等医療費補助金から 6節 乳幼児医療事務費補助金までは、歳出で説明しました各医療

並びに事務費に対する補助金となっております。 

次に、決算書 36ページ・37ページをお開きください。 

20款 諸収入、5項・1目・3節 雑入の町民課所管分の高額療養費繰替金で、97万

9,941円となっております。 

こちらは高額医療の対象となった医療費の各保険者負担分となっております。 

同じく 20款 諸収入、5項・1目・3節 雑入の町民課所管分、重度心身障害者医療費返

還金につきましては 1万 300円となっており、不当請求に係る医療費返還金分となっており

ます。一般会計については、以上でございます。よろしくご審議をお願いいたします。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

 ただいま、一般会計の医療費の説明もございました。 

 これについて、なにか質問あれば承りたいと思います。 

 ございますか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、これにて審査を終了したいと思います。 

 それでは引き続き、戸籍住民基本台帳費のほうに移りたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

 羽澤課長。 

羽澤町民課長 それでは、私のほうから戸籍分・学童分にかかる決算について、説明させて

いただきます。 

まずは、戸籍分の歳出より説明させていただきます。 

前年度より大きく変動した部分についてのみ説明いたします。 

一般会計決算書、62ページ・63ページをお開きください。 

 2款 総務費、3項・1目 戸籍住民基本台帳費、12節 委託料は、決算額 1,908万

8,520円で、前年より 1,450万 6,888円の増です。 
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主な増額の要因は、63ページの上から 5段目の戸籍情報システム改修業務委託料から住

基ネットワーク機器更改委託料までの四つの業務委託の増によります。 

戸籍情報システム改修業務 627万、住民基本台帳システム改修業務 こちら繰越分で

す。194万 7,000円、戸籍附表システム改修業務こちらも繰越分です。143万円は、戸籍、

戸籍附表、住民基本台帳システムの氏名の振り仮名の追加対応のための改修となっておりま

す。 

決算資料の 3ページをお開きください。 

戸籍住民基本台帳費委託料の 190万 3,480円の不用額の要因につきましては、旧氏の振り

仮名対応に係る戸籍附票システムのシステム改修業務 189万 2,000円の繰越予算の不用額

でありますが、補正当時、国の補助金が令和 5年度予算であるため、令和 5年度に予算措置

し、令和 6年度に繰り越して令和 7年度内に施行予定であった旧氏等の記載の施行日にあわ

せ改修する予定であったものですが、国の方針の変更によりまして、旧氏等の記載の施行日

が令和 9年度予定となりまして、施行日前に標準準拠システムへの移行を行った場合、補助

金の対象外となることと判明したため、改修を見送ったことによります。 

続きまして、四つ目の住基ネットワーク機器更改委託料 531万 4,100円につきまして

は、5年に 1回のサーバー更新に伴う更改委託料です。 

続きまして、13節 使用料及び賃借料は、決算額 202万 3,142円で、前年より 263万

7,596円の減となっております。 

主な要因は、住民基本台帳ネットワーク機器借上料が 6万 3,140円で、前年度より 47万

1,278円の減となっておりますが、令和 5年 12月から再リースとなったことで減額となっ

ております。 

戸籍システム機器借上料は、決算額 196万 2円で、前年度より 216万 6,318円の減とな

っておりますが、令和 6年 8月から再リースとなったことで減額となっております。 

続きまして、学童クラブ運営にかかる歳出につきまして、一般会計決算書 82ページ・83

ページ、並びに決算資料の 5ページをお開きください。 

3款 民生費、2項 児童福祉費、3目 児童福祉施設費、1節 報酬、4節 共済費につ

いては、学童クラブ児童支援員及び補助員の人件費です。 

不用額の要因につきましては、学童利用が見込みより少なかったことによる報酬の減とな

っております。 

続きまして、決算書の 84ページ・85ページをお開きください。 

10節 需用費は、決算額 28万 5,936円で、前年度より 13万 6,592円の減となっており

ます。 

 この主な要因は、令和 5年度では学童利用料納付書を購入したことによります。 

続いて、17節 備品購入費につきましては、決算額 1万 4,498円で、前年度より 2万

2,332円の減となっております。 

減額の主な要因につきましては、令和 5年度で開設当初から学童で使用していた携帯電話

の更新をしたことによります。 

歳出については、以上です。 

 続いて、歳入の説明をよろしいでしょうか。 

新井田委員長 よろしくお願いします。 
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 羽澤課長。 

羽澤町民課長 続いて、歳入の説明をさせていただきます。 

決算書、16ページ・17ページをお開きください。 

12款 分担金及び負担金、2項 負担金、1目 民生費負担金、2節 児童福祉費負担金

の学童保育利用者負担金は、124万 2,400円です。 

次に、18ページ・19ページです。 

13款 使用料及び手数料、2項 手数料、1目・1節 総務手数料のうち、戸籍所管分と

いたしましては、戸籍手数料、住民票手数料、印鑑証明手数料、三つ飛ばしまして、その他

証明手数料で、合計収入済額 175万 3,950円となっております。 

続きまして、決算書 20ページ・21ページになります。 

14款 国庫支出金、2項 国庫補助金、1目・1節 総務費補助金 社会保障・税番号制

度システム補助金 888万 9,000円のうち 627万円が戸籍分で、戸籍情報システム改修業務

委託料に対する補助金になります。 

下段の 337万 7,000円につきましては、住民基本台帳システム改修業務委託料の 194万

7,000円と戸籍附表システム改修業務委託料の 143万円に対する補助金で、いずれも補助率

は 10分の 10となっております。 

2目 民生費補助金、2節 児童福祉費補助金の子ども・子育て支援交付金 513万 9,000

円のうち、町民課所管の分につきましては、学童保育運営補助分として 208万 1,000円で

す。支援員等処遇改善分で 6万円、合計で 214万 1,000円が交付されております。 

続きまして、決算書の 22ページ・23ページになります。 

3項 国庫委託金、1目・1節 総務費委託金のうち戸籍所管分としまして、中長期在留

者住居地届出等事務委託費 15万 6,000円で、外国人の異動に係る事務処理委託費 21件分

となっております。 

続きまして、決算書の 26ページ・27ページです。 

15款 道支出金、2項 道補助金、2目 民生費補助金、7節 児童福祉費補助金の子ど

も・子育て支援交付金 184万 3,000円のうち町民課所管の分は、学童保育運営補助分とし

て 103万 4,000円、支援員等処遇改善分として 6万円、合計で 109万 4,000円が交付されて

おります。 

次に、決算書の 28ページ・29ページです。 

15款 道支出金、3項 道委託金、1目・1節 総務費委託金のうち戸籍所管分としまし

て、福祉統計調査委託金 1万 12,800円、旅券事務委託金 2万 9,700円となっておりま

す。 

最後に、決算書 36ページ・37ページの雑入になります。 

町民課所管分の雇用保険繰替金 7万 4,138円のうち、2万 3,323円が学童支援員分とな

っております。 

歳入の説明は、以上となります。よろしくご審議をお願いいたします。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

 ただいま、戸籍住民基本台帳費ほかについて、説明がありました。 

 質疑を受けたいと思います。 

 質疑ありますでしょうか。 
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  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、暫時、休憩いたします。 

 

休憩 午後 2 時 06 分 

再開 午後 2 時 16 分 

 

新井田委員長 それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。 

 同じく町民課の福祉年金について、説明を受けたいと思います。よろしくお願いします。 

 吉田（匠）主査。 

吉田（匠）主査 町民課住民グループ吉田です。よろしくお願いします。 

 福祉年金担当所管決算について、ご説明させていただきます。 

それでは、歳出より説明させていただきます。 

決算書、70ページ・71ページをお開きください。 

3款 民生費、1項 社会福祉費、1目 社会福祉総務費は、決算額 6,339万 9,589円と

なっております。 

町民課決算資料 2ページ・3ページの不用額一覧をお開きください。 

11節 役務費、12節 委託料ですが、身元不明及び保護責任者がいない死亡人及び治療

を要する行旅病人がいなかったことにより執行なしとなっております。 

委託料の不用額については、町民課決算資料の 2ページ・3ページの不用額一覧の中段に

記載をしておりますので、ご確認ください。 

18節 負担金補助及び交付金で、民生委員協議会補助金は例年並みです。 

行旅病人等交通費については、9件で 1万 9,970円を支出しており、町民課決算資料 16

ページ 2のほうに内訳を記載しておりますので、ご確認のほどお願いいたします。 

19節 扶助費につきましては、町民課決算資料 16ページ 3のほうに福祉灯油支給状況に 

ついて記載しております。1世帯あたり 2万円で、52世帯に対して、合計 104万を支出して

おります。 

次に、2目 国民年金事務費は、前年度並みとなっております。 

続いて、決算書 80ページ・81ページ、町民課決算資料 8ページ・9ページをお開きくだ

さい。 

3款 民生費、1項 社会福祉費、12目 生活支援給付金事業費は、決算額 4,302万

3,363円となっております。 

 生活支援給付金事業費については、三つの給付金があり、一つ目が住民税非課税世帯等へ

の給付です。非課税世帯 57世帯、均等割のみ課税世帯 46世帯、課税者扶養非課税世帯 2世

帯に支給しております。事業費 1,050万円のうち、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交

付金 1,030万円を充当しております。 

町民課決算資料、9ページをお開きください。 

二つ目が低所得者の子育て世帯への加算です。一つ目の事業で説明した対象世帯に属する

児童に対する給付です。非課税世帯 4世帯 6人・均等割のみ課税世帯 5世帯 13人に支給し

ております。全額物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を充当しております。 

最後に、定額減税補足給付金です。本人と扶養親族の数から算定される減税額が定額減税
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を行う前の所得税額・住民税所得割額を上回っており、減税しきれないと見込まれる方、

651人に給付金を支給しております。事業費 2,653万円は、全額物価高騰対応重点支援地

方創生臨時交付金を充当しております。 

なお、2,909万円の繰越明許費については、基準日が令和 6年 12月 3日以降に住民登録

がある非課税世帯への 3万円給付、及び非課税の子育て世帯に対する 2万円の給付金です。 

決算書にお戻りいただきまして、82ページ・83ページになります。 

2項 児童福祉費、1目 児童福祉総務費は、決算額 547万 5,614円となっており、5年

間を 1期とする子ども・子育て支援事業計画の策定業務委託料と児童手当システム改修業務

委託料が主な支出内容となっております。 

町民課決算資料 4ページ・5ページの 1行目に、子ども・子育て支援事業計画策定業務委

託料の減額による不用額 32万 400円を記載しておりますのでご確認をお願いいたしま

す。 

2目 児童措置費は、決算額 1億 2,428万 9,915円となっております。 

10節 需用費については、令和 6年度の新生児 11名に対し出生お祝い記念品として商工

会商品券 5万円分と道南杉フォトフレーム、写真撮影券を支給しております。 

18節 負担金補助及び交付金については、認定こども園運営負担金で 9,907万 1,188円

円を支出しております。 

町民課決算資料 4ページ・5ページの 2行目・3行目に、出生祝い記念品不用額 33万

9,273円と認定こども園運営負担金不用額 31万 8,812円を記載しており、認定こども園の

入所状況については、町民課決算資料の 17ページの 5に記載をしておりますので、ご確認

をお願いいたします。 

19節 扶助費 児童手当については、決算額 2,484万円で、町民課決算資料 17ページ

6に児童手当の対象児童の状況について記載しており、町民課決算資料 18ページ 7には、

北海道から直接支給される、児童扶養手当・特別児童扶養手当受給者の状況について記載し

ております。 

最後に、決算書 146ページ・147ページをお開きください。 

13款 諸支出金、1項 還付金、1目 過誤納還付金、22節 償還金利子及び割引料の町

税等還付金のうち町民課所管分で、令和 5年度子ども・子育て支援交付金の返還以外は福祉

年金担当での支出となっており、交付金・給付金事業費・事務費の額確定に伴う返還金とな

っております。 

歳出については、以上でございます。 

次に、歳入について説明をさせていただきます。 

決算書、20ページ・21ページをお開きください。 

14款 国庫支出金、1項 国庫負担金、1目 民生費負担金、1節 社会福祉費負担金で

す。 

国民年金事務費負担金 89万 3,141円となっております。 

2節 児童福祉費負担金で、認定こども園運営費にかかる子どものための教育・ 保育給

付費負担金 4,513万 263円、児童手当負担金 1,822万 7,109円となっております。 

2項 国庫補助金、2目 民生費補助金、2節 児童福祉費補助金の子ども・子育て支援

事業費補助金 258万 5,000円については、児童手当システム改修業務委託料分となってお
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ります。 

決算書、22ページ・23ページをお開きください。 

3項 国庫委託金、2目 民生費委託金、1節 児童福祉費委託金は、特別児童扶養手当

支給事務取扱交付金が 1万 2,100円となっております。 

決算書、24ページ・25ページをお開きください。 

15款 道支出金、1項 道負担金、1目 民生費負担金、1節 社会福祉費負担金で、民

生・児童委員活動費負担金 157万 4,400円となっております。 

2節 児童福祉費負担金は、認定こども園運営費にかかる子どものための教育・保育給付

費負担金 1,913万 503円、児童手当負担金 323万 5,332円となっております。 

次に、決算書 26ページ・27ページをお開きください。 

7節 児童福祉費補助金は、多子世帯の保育料軽減事業補助金 66万 9,000円となってお

ります。 

最後に、決算書 36ページ・37ページになります。 

20款 諸収入、5項・1目・3節 雑入の町民課所管のうち、送還旅費返還金については

4,700円となっております。 

説明は、以上でございます。よろしくご審議をお願いいたします。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

 以上で、福祉年金に係る審査の説明をいただきました。 

 これより質疑を受けたいと思います。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、福祉年金については審査済みとさせていただきます。 

 暫時、休憩いたします。 

 

休憩 午後 2 時 28 分 

再開 午後 2 時 28 分 

 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 それでは、住民運動費について説明を求めたいと思います。 

 武部主査。 

武部主査 住民担当の武部でございます。それでは、私のほうから町民課住民担当所管の決

算についてご説明いたします。 

 なお、例年どおり執行されている予算につきましては、節の説明につきましては省略いた

しますので、ご了承願います。 

まず、歳出からご説明いたします。 

決算書、56ページ・57ページをお開き願います。 

2款 総務費、1項 総務管理費、4目 交通安全対策費でございます。 

決算額 407万 5,659円でございます。 

前年と比較いたしまして、執行額が 115万 7,000円ほど増加しております。 

この要因といたしましては、令和 6年度に雇用していた交通安全推進員さんが 2年目の勤

務となり、給与体系が月給制になったことや、勤勉手当の支給が開始されたこと、また人事
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院勧告に伴う俸給額の上昇が要因となってございまして、これに伴って社会保険料等の共済

額についても増加しているところでございます。 

続きまして、決算書 78ページ・79ページにお移り願います。 

3款 民生費、1項 社会福祉費、8目 住民運動費でございます。 

決算額 563万 8,541円となってございます。 

主な事業といたしまして、10節の需用費の花いっぱい運動で 86万 8,289円、18節 負担

金補助及び交付 各団体の会費・補助金等につきましては、例年どおりとなってございま

す。 

また、防犯灯料金の設置・補修助成金 439万 6,152円となってございまして、詳細につ

きましては町民課決算資料の 23ページをお開き願います。 

11の防犯灯関係詳細資料をご覧ください。 

（3）の防犯灯ＬＥＤ更新率でございますが、令和 6年度末のＬＥＤ防犯灯への更新率

は、95.48％で、前年から 0.26％の増というふうになってございます。 

決算書のほうに戻ります。 

引き続き、78ページ・79ページでございます。 

特殊詐欺等被害防止対策機器導入事業補助金は 11万 4,100円の執行となってございまし

て、16件の交付実績となってございます。 

決算資料のほうの 2ページ及び 3ページの不用額一覧のお開きのほうをお願いいたしま

す。 

民生費の下から 3番目、住民運動費でございますが、こちら先ほどの防犯灯電気代と先ほ

どの特殊詐欺の実績による減というふうになってございます。 

続きまして、決算書の 84ページ・85ページにお戻り願います。 

3項・1目 災害救助費でございますが、こちらは執行がございませんでした。 

こちらについても不用額が生じておりまして、決算資料の 4ページ及び 5ページのほうに

記載がございます。 

民生費の最後の部分に記載がございまして、説明欄記載のとおり災害発生時の罹災見舞金

でございますが、こちらを支出すべき案件がございませんでしたので、不用額ということで

発生しているところでございます。 

決算書に戻りまして、決算書 90ページ及び 91ページでございます。 

4款 衛生費、1項 保健衛生費、3目 環境衛生費でございます。 

決算額 3,700万 1,459円となっております。 

前年対比では、予算額・決算額ともに 1,000万以上の増加となってございます。 

主な要因といたしましては、火葬場における人件費の増、ハチ駆除件数の増加、空き家解

体補助件数の増加、このほか新たに海岸漂着物回収処理業務委託を実施したことによる増加

となってございます。 

環境衛生費につきましては、火葬場、畜犬、共同墓地、害虫対策、海岸漂着物、空き家対

策等が住民担当のものの所管となってございまして、主な部分についてご説明いたします。 

まず、1節 報酬及び 4節の共済費でございますが、両方あわせますと前年から 80万円

ほどの増となってございます。これは、先ほどの交通安全推進員同様の部分もございます

が、人事院勧告に伴って基本給が高くなったことと勤勉手当が支給されるようになったこと
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に起因してございまして、この影響で共済費も増えたという状況になってございます。 

10節 需用費については、概ね例年どおりの状況ではございますが、不用額が生じてご

ざいます。 

決算資料の 4ページ及び 5ページの不用額一覧をお開き願います。 

火葬場における修繕費の減と害虫対策費の減というふうになってございます。 

決算書に戻ります。 

11節の役務費については、例年どおりの執行でございまして、12節の委託料についても

概ね例年どおりではございますが、委託料の下から 3番目のハチ駆除委託料は、1件 1万

1,000円で 186件実施してございます。 

委託料の一番下の海岸漂着物回収処理業務委託料でございますが、こちらは昨年度新規事

業として道費の補助を受けて実施いたしております。 

また、委託料についても不用額が生じてございます。 

こちらも決算資料の 4ページ及び 5ページの不用額一覧に記載がございまして、36万ほ

どの不用額が生じております。大部分がハチ駆除の補正に伴う補正をいたしましたが、その

後件数が落ち着いたことによって生じた執行残となってございます。 

あわせて、決算資料の 12ページ主要な施策説明資料のお開きをお願いいたします。 

先ほどご説明いたしました海岸漂着物回収処理業務委託の実施地区と回収量について記載

をしてございますので、お読み取りいただきたいと思います。 

決算書の 90ページ・91ページのほうにお戻りをお願いいたします。 

14節 工事請負費でございます。 

空き家対策事業としての特定空き家解体工事で 299万 2,000円、17節 備品購入費で

は、ハチ駆除用の防護服を 2着購入してございます。 

決算書 92ページ及び 93ページに移りまして、18節 負担金補助及び交付金でございま

す。 

空き家解体除去補助金は、1,044万 7,000円となってございまして、こちら先ほどの特定

空き家の部分と、ただいまの空き家補助の詳細についてですが、決算資料の 10ページ及び

11ページにその詳細を記載してございます。 

特定空き家の部分でございますが、特定空き家では 10ページでございますけれども、新

道地区の空き家の解体を実施してございます。空き家補助金の部分では、2分の 1補助とし

て 3件、上限補助の部分が 15件の計 18件となってございます。 

なお、こちらの負担金補助及び交付金についても不用額が生じてございます。 

決算資料の 4ページ及び 5ページの衛生費の一番最後の部分となりますが、不用額といた

しまして 306万 3,000円が計上されてございます。 

このうち 95万 3,000円が住民担当所管の部分でございまして、空家等解体除却補助金の

申請件数が見込みよりも少なかったことによって生じた執行残となってございます。 

決算書に戻りまして引き続き、92ページ・93ページでございます。 

2項 清掃費、1目 清掃総務費は、決算額 1億 6,261万 7,661円でございます。 

 概ね例年どおりの状況となってございますが、10節の需用費において、ごみ分別辞典を

作成しております。前回平成 30年度に作成いたしましたので、6年ぶりの改定ということ

となってございます。 
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また、ゴミ袋の作成費の内訳につきましては、町民課決算資料の 22ページの上段に記載 

されておりますほか、18節 負担金補助及び交付金の内訳については、同じく決算資料の

こちら 21ページのほうに記載をしておりますので、お読み取りをいただきたいと思いま

す。 

なお、ゴミ袋の作成費なんですが、決算額と決算資料の 22ページの上段で、1万 780円

の差額が生じてございます。これは、クリーン作戦等に使用しますゴミ袋を別途購入したこ

とによって生じた差額でございまして、資料のほうで示している内容はあくまで町民向けに

販売している町の指定ゴミ袋の購入費用のみとなってございますので、ご理解のほどお願い

いたします。 

決算書に戻りまして、2目 ゴミ処理費でございます。 

決算額 3,775万 1,484円でございまして、例年どおりの執行となってございます。 

なお、12節 委託料 指定袋等の交付委託料の内訳につきましては、町民課決算資料の

22ページ、10のゴミ袋交付委託料にその詳細を記載してございますので、お読み取りいた

だきたいと思います。 

以上で、歳出の説明を終わらせていただきます。 

続いて、歳入に入ってよろしいでしょうか。 

新井田委員長 お願いします。 

武部主査。 

武部主査 歳入に入らせていただきます。 

決算書、18ページ及び 19ページをお開き願います。 

13款 使用料及び手数料、1項 使用料、2目 衛生費使用料、1節 保健衛生使用料で

ございます。 

決算額 138万 5,000円となってございます。 

町民課決算資料の 20ページ、火葬場の利用状況についてお開きをお願いいたします。 

木古内町の令和 6年度の実績は 76件となってございます。うち 1件が生活保護受給世帯

でございますので、こちら町外の分を含めて計 75件で 83万円、また知内町の部分でござい

ますが、死亡した胎児死体の火葬 1件を含めた 56件分の使用料 55万 5,000円をあわせ、

合計 138万 5,000円が使用料として収入されているところでございます。 

決算書に戻りまして、引き続き 18ページ及び 19ページでございます。 

2項 手数料、3目 衛生費衛生手数料、1節 保健衛生手数料 決算額 706万 1,200円

でございます。 

し尿浄化槽清掃業及び一般廃棄物処理業の許可手数料の収入が 9,000円、ごみ処理手数料 

の収入が 705万 2,200円となってございます。 

町民課決算資料の 22ページのほうにごみ処理手数料の内訳についてを記載してございま

すので、お読み取りいただきたいと思います。 

 続きまして、2節 畜犬手数料でございますが、新規登録 2頭で 6,000円、狂犬病予防注

射済票の交付手数料として 58頭分で、3万 1,900円の収入となってございます。 

決算書、22ページ・23ページをお開き願います。 

14款 国庫支出金、2項 国庫補助金、3目 衛生費補助金、3節 空き家対策総合支援

事業交付金 266万 4,000円は、住民担当所管の環境衛生費のほうでご説明いたしました、



- 48 - 

 

特定空き家解体工事と空き家等解体除去補助金のうち、不良住宅と判定された空き家の解体

に係る補助の分として 173万 5,000円の収入となっており、残りの部分が建設水道課所管の

町民住宅アスベスト含有調査料分として、92万 9,000円の内訳となってございます。 

決算書、24ページ及び 25ページにお移り願います。 

15款 道支出金、2項 道補助金、2目 民生費補助金、1節 社会福祉費補助金のうち

消費者行政強化事業補助金 5万 4,100円は、住民運動費でご説明いたしました特殊詐欺等

被害防止対策機器導入事業補助金に対する道費の補助でございます。 

決算書、26ページ・27ページのほうへお移りお願いいたします。 

3目 衛生費補助金、1節 保健衛生費補助金のうち北海道海岸漂着物等地域対策推進事

業補助金 500万円が住民担当所管の収入でございまして、環境衛生費でご説明いたしまし

た海岸漂着物回収処理業務委託料の収入となってございます。 

決算書、28ページ・29ページのほうにお移り願います。 

15款 道支出金、3項 道委託金、1目 総務費委託金でございます。 

1節 総務費委託金のうち道公害防止委託金 1万 5,000円が住民担当所管の収入となっ

てございます。 

決算書、34ページ及び 35ページのほうにお移りをお願いいたします。 

20款 諸収入、4項 受託事業収入、1目 衛生費受託事業収入でございます。 

1節 安行苑使用受託収入 460万 6,234円は、安行苑の年間維持運営経費にかかる知内

町の負担分の内容となってございまして、内訳については町民課決算資料の 20ページをお

開き願います。 

こちらの部分の資料の下側のほうになってございますが、知内町の運営経費については、

人口割として 257万 5,529円、利用割として 203万 705円となってございます。 

最後になりますが、決算書の 36ページ及び 37ページのほうをお開き願います。 

5項・1目・3節 雑入の町民課所管分のうち、安行苑さい銭収入の 620円と雇用保険繰

替金 7万 4,138円のうち 5万 815円が住民担当所管の収入となってございます。 

以上で、歳入の説明についても終わらせていただきます。よろしくご審議をお願いいたし

ます。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

 ただいま、住民運動費について担当から説明がございました。 

 なにかご質問ありますでしょうか。 

 相澤委員。 

相澤委員 相澤です。よろしくお願いします。 

 特定空き家の解体の件で、6年度で新道の特定空き家解体したわけですけれども、現場コ

ンクリート残っているんですよね。なぜ残したかというあたりはわからないでもないんです

けれども、地盤やわらかいですし、あれそれも掘ればそれこそ重機埋まるくらいやわらない

ところですからやむを得ないとは思うんですが、一部この費用の中に国から出ている分、国

の補助金も使っていると思うんですが、これ終わったあとに国の検査等出し入れの検査等あ

ったと思うんですが、その時に指摘とかなかったんだろうか。それだけ確認したかったんで

すが。 

新井田委員長 武部主査。 
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武部主査 ただいまの相澤委員のご質問、国からの指摘事項等についてあったかないかとい

うことでございますけれども、結論から申し上げますと、ございませんでした。解体につい

ては、その危険な建物そのものの家屋の上に立っている部分です。こちらの部分がなくなれ

ば除却としては問題はないということでございましたので、特に問題はないということでご

報告させていただきます。以上でございます。 

新井田委員長 ほかないですか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、これで町民課所管の部分に関しては、審査を終えたいと

思います。 

 どうもお疲れ様でございました。 

 暫時、休憩いたします。 

 

休憩 午後 2 時 45 分 

再開 午後 2 時 50 分 

 

 

（4）病院事業 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 これより病院関係がはじまるんですけれども、その前に菊一管理者のほうからコメントが

ございますので、それを先に受けたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 菊一管理者。 

菊一病院事業管理者 病院事業管理者の菊一雅弘です。 

 昨年、10月 1日から前任の小澤管理者から引き継ぎましたので、途中になりますけれど

も、昨年度の病院事業の決算について、ご審議いただきたいと思います。 

 概要をひとことで申せば、人件費の高騰に経営はだいぶ苦しめられておりまして、これは

どこでも全国的にどこの病院でも一緒なんですが、医療・介護・人材集約型産業ですので、

やはり影響は大きいかと思います。 

 一方で、患者数に関しましては、コロナ禍明け、新型コロナウイルスが 5類に引き下げら

れて、一昨年度は患者数が激減しましたので、病棟を 1病棟閉鎖し、現在に至っていますけ

れども、少しずつ患者数は増えてはいるんですが、なかなか元のようには戻ってきていない 

というのが現状です。これは、コロナの影響というよりはまさしく 2025年を迎えたわけで

すけれども、医療・介護における 2025年問題といわゆる言われています、団塊の世代が後

期高齢者に全員入ってきて、医療や介護の需要が最も必要になるということで、全国的には

特に都市部ではこれからまだまだ医療や介護、需要が伸びていく、あるいは引き続き需要が

高まった状態が続くわけですけれども、木古内町を見てみますと予想どおりというかだいた

い 2020年頃をピークに達しまして、この 5年間で約 1割 9％ぐらい医療の需要が減ってい

ます。介護のほうは、だいたい 3％ぐらいすでにピークを越しております。これから 5年の

うちにさらに 10％、1割ぐらい減るだろうと。介護のほうもあと 7％ぐらい減るのではない

かと。要するに医療・介護の需要のピークは、すでに越しつつあるというふうに認識してお

ります。 
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したがいまして、病院としても病床という具体的な規模を適正化していくということが今

後、一番の大きな課題になるかと思います。 

そういう中で、もう一つは地域医療構想ということで、これは 2012年の 8月に社会保障

で税の一体改革という関連法案が八つほどですかできまして、その中に地域医療構想という

ことで、病院完結から地域完結へということで、この 2025年を目途にそういう医療提供体

制が変わってきておりますけれども、まさしく木古内国保病院でもその機能としては、且つ

ては例えば手術をしていたのがもはや手術は函館のほうにお願いするというふうに変わって

きていますので、そういう広域化・拠点集約化された医療機能に対応する広域連携あるいは

情報共有、そういうことも求められるようになっているかと思います。 

 もう一つ課題としては、やはり医療の人材確保です。 

 まともな病院が人材を呼び寄せるということが病院存続の一つの鍵になると私は信じてお

りますので、人的資源を維持するために、ことしのつい先日 6月 27日・28日には、日本医

療機能評価機構という公益財団法人の病院機能評価認定を受けました。これは、5年ごとに

審査を受けるわけですけれども、北海道の 534ある病院のうち、審査を受けているのが 102

病院、18％です。函館市内にある 12病院は全て機能評価認定を受けていますが、北海道内

郡部で機能評価を受けているのは 3病院だけなんです。ましてや国保病院は驚く中で、木古

内唯一なんです。ですが、この機能評価を受けるのに 150万円ほどかかるんですけれども、

都市部の病院と遜色ないレベルでやっていると。まともな病院であるということをアピール

するということが、人材確保に重要ではないかということで、ことし受審をしました。そう

いうような状況で今後、課題を見据えてそれを解決していかなきゃいけないと思いますの

で、まずは昨年度の決算について、ご審議ご教示いただきたいと思います。以上です。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

 それでは早速、病院事業会計のほうを説明を受けたいと思います。 

 西嶋主査。 

西嶋主査 私のほうから、6年度の決算の状況について説明させていただきます。 

 基本的にはお配りした決算資料をもとに順次説明させていただきます。 

 あと例年どおり、そのほかに決算書と決算実績報告書を提出してございます。 

 なお、決算書につきましては税抜表記になってございまして、実績報告書につきましては

税込表記になってございます。数字等相違がございますので、ご承知おきください。 

 それでは、資料の 3ページ目をお願いいたします。 

 先に、収益的支出の部分を説明いたします。 

 詳細説明する前にまず結論から申しますと、費用の一番下段にございます当期純利益でご

ざいますが、昨年に引き続き、1億 7,600万 727円という状況でございまして、マイナス決

算となってございます。 

 このあと詳細説明をしますが、入院・外来ともに患者数は増加したものの、結果として昨

年と同様の数字となってございます。 

 詳細について、説明いたします。 

 まず、費用です。 

1款 病院事業費用、1項 医業費用、1目 給与費です。 

 9億 1,082万 9,938円ということで、給与費につきましては、会計年度の手当等増加した
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ことに伴いまして、前年と比べまして 1,700万円ほど増加している状況です。 

 次に、2目 材料費です。 

 1億 2,872万 4,099円で、例年同様となってございます。 

 続きまして、3目 経費でございます。 

 経費につきましては、詳細が多くなってございますので、実績報告書の 4ページに詳細が

載っていますので、主だった部分を説明させていただきます。 

 先に厚生福利費です。 

 こちらにつきましては、職員健診料の費用となってございまして、例年同様のものです。 

 次に、報償費です。 

 紹介報償費として、901万 5,832円支出してございます。 

 こちらにつきましては、看護師及び短期の医師に係る成功報酬料となってございます。 

 旅費交通費につきましては、例年同様です。 

 職員被服費につきましては、昨年が 5年に 1回の更新年ということで、例年と比べまして

少し多くなってございます。442万 5,700円という状況です。 

 消耗品・消耗備品費につきましては、記載のとおりのものを購入してございます。内容の

確認をお願いいたします。 

 光熱水費から印刷製本費については、例年同様のものです。 

 次に、修繕費です。 

 修繕費 1,693万 547円ということで、前年と比べまして 500万円ほど増えている状況で

す。大きなものといたしましては、医師住宅 10年に 1回程度外壁塗装を行ってございまし

て、その費用がかさんだものとなってございます。 

 次に、保険料、賃借料、通信運搬費については、例年同様です。内容をご確認ください。 

 次に、委託料です。 

 委託料につきましても、物価高騰等ございまして、全体的に値上げしているところでござ

います。主だったところで大きく上がった部分では、中段ぐらいにあります給食業務委託料

につきましては、特に食材料費、あと人件費等が上がりまして、500万円ほど増加している

ところでございます。全体とおしても 500万円ほど前年に比べて増えている状況です。 

 次に、諸会費です。 

 諸会費については、例年同様記載のとおりとなってございます。 

 車両費、租税公課費及び雑費まで、例年同様のものとなってございます。中身について

は、内容をご確認をお願いいたします。 

 資料に戻っていただきまして、4目 減価償却費です。 

 1億 920万 2,663円ということで、償却資産ということで例年同様のものです。 

 5目 資産減耗費 312万 6,618円ということで、こちらについても例年同様なもので、

機器を償却した資産となってございます。 

 6目 研究研修費です。 

 471万 6,045円となってございます。こちらについても例年同様です。 

 次に、2項 医業外費用、1目 支払利息及び企業債取扱諸費です。 

 利息分の支払いとなってございます。例年同様なものです。 

 2目 長期前払消費税勘定償却、3目 消費税関係雑支出につきましても、例年同様なも
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のです。 

 3項 特別損失、1目 過年度損益修正損 15万 5,400円ございました。 

 費用合計で、14億 2,969万 7,594円という状況でございます。 

 前年比較で言いますと、1,700万円ほど増えている状況でございます。 

 続きまして、資料の 2ページ目をお願いいたします。 

 引き続き、収入のほうに入らせていただきます。 

 収入の部分でございますが、冒頭述べたとおり、入院患者におきましては上段にあります

とおり、前年比で 2,724名増えている状況です。 

 1日換算で言いますと、7.5人増えている状況です。 

 外来患者につきましても、年間で 942人増えてございまして、1日平均で 2.5人増えてい

る状況です。 

 詳細について、説明いたします。 

1款 病院事業収益、1項 医業収益、1目 入院収益です。 

3億 8,623万 9,376円ということで、前年度比で 7,600万円ほど増えている状況となって 

ございます。 

 次に、2目 外来収益です。 

 3億 8,739万 3,934円ということで、こちらについても前年と比べまして 1,000万円ほど

増えている状況です。 

 3目 その他医業収益 4,140万 5,870円は、例年同様なものです。 

 4目 他会計負担金 4,402万 5,000円につきましては、一般会計からの繰入負担金とな

ってございます。 

 2項 医業外収益、1目 受取利息配当金です。 

 168万 1,111円となってございます。金利上昇による分の増となってございます。 

 2目 他会計補助金、3目 他会計負担金につきましては、一般会計からの負担金となっ

てございます。例年同様です。 

 4目 補助金です。 

 546万 1,000円です。医師・救急医療に係る人件費補助となってございまして、昨年から

比べますと 9,388万 5,000円減っている状況です。 

 昨年の上期におきましては、コロナの対策補償金ということで、1億円ほど収入があった

ものの 6年度からなくなったことによる減となってございます。 

 5目 負担金及び交付金です。 

 265万 9,400円です。例年同様です。 

 医業外給食収益につきましても、例年同様 69万 3,820円、7目 長期前受金戻入、その

他医業外収益につきましても、例年同様のものです。 

 次に、3項 特別利益です。 

 長期前受金戻入益 230万 6,250円、2目 過年度損益修正損 990円、収入合計で 12億

5,309万 6,867円という状況です。 

 先ほど言いましたとおり、これより費用を引きましてマイナス分が 1億 7,660万 727円と

いう状況となってございます。 

 収益的収支については以上でございますが、あと資料の 8ページ以降に入院・外来患者の
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状況や 1日あたりの単価、平均患者数、自治体別状況、あと救急医療に係るグラフを載せて

ございますので、ご確認をお願いいたします。 

 収益的収支については、以上でございます。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

 いま縷々ご説明いただきましたけれども、とりあえずこれで区切りまして、皆さんのちょ

っと質問を受けたいと思いますけれども、どうでしょうか。 

 平野委員。 

平野委員 1番 平野です。 

 まずは冒頭、菊一管理者さんから現状の木古内町国保病院の課題も含めたお話をいただい

たと思うんですけれども、当町においては医療・介護のピークが過ぎて今後も減少していく

というお話でした。人口減少の状況を見るとデータ的にそうなるのかなと感じております。 

 ただ、当町の医療に関わる全ての人達がもっと木古内町国保病院への需要を増えれば、ま

だまだ患者増、医療の収入を増やせる可能性は大きくあると私は思っていて、例えば事例で

いまも 150万円をかけてお金をかけて評価をいただくということも大事かと思うんですけれ

ども、私以前からやはりこの田舎町のこの木古内町の病院の中で一番大事なのは、やはり信

頼関係だということで、過去にも一般質問等で大変言いづらいことも伝えてきました。それ

らも理解していただいた上で経営計画も新たに作って、いままさにコロナ禍がありましたけ

れども、まだまだ発展途上の最中であるということも感じておりまして、まだまだこれから

地域医療の木古内町の中心の頼りになる病院であって居続けることを期待している一人では

あります。 

 そこで、そう言っても数字を見ますとこれ令和 6年度の予算委員会の時も申したんですけ

れども、そもそもの予算数値がちょっと高く設定していたのもあって、予算金額から見ると

かなり届いていないと。ただ、いまの西嶋主査の説明でも昨年度と比べた数字で説明されて

いましたから、昨年と比べれば伸びてはいるというプラス材料もあるとは感じています。そ

う言っても 1億 7,000万マイナスだぞ、さあどうすると言った時に、やはりいまできること

は信頼回復はもちろんですけれども、引き続きの経費の節減と言いますかそこは毎年のこと

なんですけれども、取り組んでいかなきゃならないというふうに思います。 

 そういう観点から、いま決算として上がってきた数字の一部少し確認で質問させていただ

きたいと思います。 

 決算実績報告書でいきますと支出の 5ページでしょうか、どれも当初予算からは上回るも

のはほぼほぼないんですけれども、例えば消耗備品費のこれまでこういう記載をちょっと見

た記憶がなかったんですけれども、この病院の関わる消耗備品がこれまでの記載だったと思

うんですけれども、これ医師住宅でしたり職員住宅でしたり、それらの家電を記載があるん

ですけれども、これはルール上と言いますかこれまでもこのような費用としてあったものな

んでしょうか。今年度がこういうものをどのような理由かで計上されているものなのかちょ

っと中身を確認させていただきたいと思います。 

 あと、細かい話をすればたくさん多岐にちょっとわたるので省きますけれども、委託料の

中でいわゆる婦人科ですとか小児科ですとか、よそから来ていただく診療の業務委託で、ほ

ぼほぼいま言った整形さんも含めて予算どおりの執行なんですけれども、眼科診療について

は予算額から約 3分の 2の執行で、よく防災無線で病院の案内かかりますけれども、全部は
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ちょっと聞けていないんですけれども、当初の予定からの眼科の診療業務が何らかの理由で

減ってこの執行なのか、果たして違う理由があるのかをお伺いします。 

 それと、令和 5年度でしたでしょうか、病院のホームページの改修で非常に経費をかけず

にホームページを開設した経過がありまして、私は大変評価をしているということを伝えた

ところでございます。ただ、昨年の決算でしたか予算でしたか、今後維持費に関してはそれ 

相応の金額がかかると西嶋主査から聞いた記憶があるんですけれども、ことしの決算を見て

も 6ページのホームページに関してですよ。更新料等広告はしょうがないとして、全ページ

の委託料のホームページの更新管理委託料で、極めて少ない支出だと感じるんですけれど

も、そのホームページ管理に関してはここに記載以上の経費はかかっていないという認識で

よろしいでしょうか。そこもあわせて確認いたします。まずそこまでお願いします。 

新井田委員長 西嶋主査。 

西嶋主査 まず職員住宅等に係る家電でございますが、何棟か空の職員住宅を利用しまし

て、研修医を受け入れる際に一時的に待機する宿泊施設として家電を揃えて経緯がございま

す。 

 あと、6年度に関しましては応援ナース、短期間で来られる看護師さんがいまして、それ

を受け入れるために家電を一部購入したものです。普通の職員におきましては、個々で購入

していますので、今回特別に出たものです。 

 あと眼科診療のバラつきということなんですけれども、当初予算では一応マックス値で患

者数も含めて見ているんですけれども、その負担金なんですけれども、考え方として診療点

数の何割みたいな算定方法で支払ってございまして、患者数が少なければその点数が減りま

すので、負担金も減ってくるという状況でございます。回数につきましては、予定どおり行

ってございます。そういう状況です。 

 あと最後のホームページの件でございますが、委託料の下から 3段目ですかにあります 4

万 8,840円につきましては、ホームページのドメイン管理だけの費用でございます。 

 広告宣伝費にありますホームページ更新料につきましては、より見やすくするためにカス

タマイズしたフレーム料金となってございます。以上です。 

新井田委員長 平野委員。 

平野委員 ホームページについては、これしかかけていないということで大変素晴らしい、

中身を見るととても決してお金をかけた業者に頼んだのに引けを取らない中身であります

し、その後の更新ですとかも含めてこの程度で費用を継続していけるとするならば、前回も

言いましたけれども、例えば教育委員会ですとか町のホームページだとかそこに教示しろっ

ていうわけじゃないですけれども、そういうお金をかけないでやれる方法もあるということ

をぜひ課を超えて、共有していただきたいなと私は思います。以前もこれは伝えています。 

 もう一度伝えます。 

 それで、消耗備品についてはわかりました。一時的に来られるかたへ下宿的なもので、こ

ちらが家電を用意して泊まっていただくということで、理解しました。 

 診療委託なんですけれども、いまの説明ですと眼科診療については人数、患者さんの数に

よってというふうに捉えたんですけれども、ほかの例えば婦人科・小児科・耳鼻咽頭科にし

ても患者数が決して万度に来ているとは思えないんですけれども、こちらの金額は予算どお

りの執行で、眼科だけが契約内容が違うっていうことなんでしょうか。そこの詳細も少し詳
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しくお聞かせください。 

新井田委員長 東 病院事務局長。 

東 病院事業事務局長 いまの眼科の金額が少ない内容ですが、昨年度の 6年度の眼科の受

診実績が 800名です。5年度に比べて 200名ほど少なくなっていますので、実績ベースで予

算計上させていただいた中での利用者数が減っているということで、ここでの委託料が少な

くなっているというような状況となっています。 

  （「休憩」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 暫時、休憩いたします。 

 

 

休憩 午後 3 時 18 分 

再開 午後 3 時 20 分 

 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 よければ次、受けたいと思いますが、どうでしょうか。 

 廣瀬副委員長。 

廣瀬副委員長 3番 廣瀬です。 

 冒頭、菊一管理者からお話が出ました病院機能評価っていう部分で、病院の差別化も図る

ためにそういうのも必要で取ったのかなと。建築で言うと英数法、食品で言えばハサップと

いうのがありまして、この病院評価、選ばれたというかそんなに取っていない部分なんです 

けれども、患者にとっては選ぶ病院という評価の一つもあると思うんです。同時に職員の奮

起も上がるのかなと思っているんですけれども、これを取ったことによってこれからの戦略

と言うかな、そういう公法的な部分だとか病院としての最大のメリットとかを考えて取られ

たのかなと思うんですけれども、その辺ちょっと教えていただければなと思っております。 

新井田委員長 菊一管理者。 

菊一病院事業管理者 病院機能評価に関しては、病院のあそこに表彰状というか認可証が掲

げられておりますけれども、患者さんはほとんどなんだかわからないというか見てくれては

いないと思います。ただ、先ほども申しましたように、一定レベルの患者目線での一定の医

療レベルを担保するということで、第三者評価ということの代表の一つでありますので、や

はりそれによって診療報酬上加算が取れている項目がいくつかあります。ですから、経営的

には非常に実際面というか寄与するところが一つ。それからもう一つは、先ほど申しました

ように、機能評価を取れている病院なら安心ねと言ってくれる専門学校、医療系の専門学校

や大学の進路指導の先生達がそういう評価をします。ナースパワーという人材派遣会社のア

ンケート調査なんかでも看護師さんなんかは、機能評価が取れている病院というのを選択先

として第一位に挙げるくらいのかなりインパクトのあるその評価項目だと思っています。そ

ういうことを含めて、受審をすると。先ほど函館のほうにおそらく木古内から函館に通って

いる人もいるんじゃないかとご指摘がありました、私もそう思っています。ですので、函館

の病院と遜色ない医療が提供できると。信頼関係というのはそれだけが全てではないと思い

ますけれども、それを裏付ける意味でもやはり必要かなと思って、本来は去年受診をしてい

なきゃいけなかった、5年で更新ですので。ですが、管理者が交代の時期もあったりして、
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ことしにずれ込んだわけですけれども、150万円かかりましたけれども、それを受審したと

いう経緯でございます。 

新井田委員長 廣瀬副委員長。 

廣瀬副委員長 ありがとうございます。大変大きなメリット性もあるのかなと感じました、

いまの話から。診療報酬の加点にもなるということで、収益的な部分も多くあるのかなとい

う思いでございます。その辺はもう良いものを取ったのであればどんどんアピールしていた

だければなと。ホームページにももしあれでしたら掲載したほうがいいのかなと。先ほど除

いてみたんですけれども、ちょっとなかったもので、滅多に取れないこの評価ですみたいな

くらいを載せてもいいのかなと思っておりました。ありがとうございます。 

新井田委員長 ほか。 

 竹田委員。 

竹田委員 6年度の決算これを見て、収益の部分を見れば病院の努力というかそれが表れて

いるのかなというふうに思います。収益では約 9,000万近い前年比の増、ただ患者が増えて

いるのに費用のほうでは材料費等がそんなに増えていないっていうことは、病院の努力なの

かなと。ですから、単年度収支の中で 1億 7,000万の赤字っていうことですけれども、私は

減価償却だとか資産減耗を見れば約 1億。それと、いまの病院の内部留保を考えれば、まだ

心配はしなくてもいいのかなっていうふうに思っています。ただ、病床をいま休床している

わけですから、早く先ほど菊一管理者の挨拶にもあったように、病床のやはり適正な見直し 

というかそれがやはり原点だろうというふうに思うんです。そのことで例えば交付税絡みの

不採算の関係であっても、休床の部分はカットされているわけですし、そういうことも考え

ればやはり早いうちにそれが改革プランに基づいて行うのか、病院の改善委員会っていうか

その中で整理をするのかっていう部分を早くやはり進めていただきたい。 

 それと、やはり収益の増えている患者が増えている傾向を見ますと、自分も病院受診して

いますけれども、随分知内の患者が多いなと最近感じるんですよね。これには、知内は例え

ば患者の送迎、社会福祉協議会これがベースで患者の移送サービスをやっています。それだ

とかやはり送迎バス等のそういう足の確保というか、それがやはり功を奏しているのかなと

いうそういう分析をしているかどうかわからないんですけれども、やはりいまこの数字を見

れば病院の努力が表れているって。そのほかに特にこういうことをして患者が増えているん

じゃないかっていう状況がもしあるとすれば、お聞かせ願いたいなと思います。 

新井田委員長 東 病院事務局長。 

東 病院事業事務局長 いまのまず患者が増えている要因というところの部分に、ご説明さ

せていただきます。 

 送迎が充実しているというのは、患者さんが増えている要因の一つとなっています。昨年

の上半期の状況でも説明したとおり、1日平均 90名の利用者が知内だとかでいくと月平均

で 90名ほどいるというような状況ですので、均していくと結構な利用者になっていると。 

特別じゃあなにかをこの 1年の間でしたという実績はないんですが、当然コロナ禍がある

程度落ち着いてきたというのが患者が増えている要因と、病院に受診することが増えてきて

いるというようなことがいま現時点では言えるのかなというふうには思っています。以上で

す。 

新井田委員長 ほかないですか。 
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 菊一管理者。 

菊一病院事業管理者 因みに地域別の外来患者の割合を見ますと、木古内町は 54.5％で

す。外来ですよ。外来ですと 54.5％、半分強は木古内町のかたなんです。ところが入院患

者を診ますと、木古内町 41.5％で、半分以上は福島町と知内町なんです。救急搬送患者に

限りますと、木古内町は 37％で、残りの約 3分の 2は福島町・知内町なんです。つまりご

存じのとおり福島町・知内町には、病床はありません。それから、診療所に関しても非常に

脆弱な状態にあると思います。ですから今後、患者数を増やしていく、あるいはもっと機能

としても充実していくのに、やはり私先ほど広域化ということを言いましたが、この西渡島

地区ですかこの地区をもう一体として、ほかの行政サービスではすでに広域行政組合ができ

てやっているところもあると思うんですけれども、医療に関してもやはり知内町・福島町を

一緒に取り込んでやっていくというそういうなんというか体制ですか、それが必要かと認識

しております。以上です。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

 なければ私のほうから 1点お聞きしたいんですけれども、この委託料について、先ほど各

委員からちょっと出ましたけれども、この中で下から 6行目になりますか、整形外科診療委

託料ということで、この金額が 2,450万という形です。その上に各小児科だとか産婦人科・

眼科とかという費用が委託料が出ているんですけれども、これかなり突出している金額にな

っているんですよね。これっていうのは私も医療的にはあまり詳しくないので、過去の決算

の中でこういう資料が出たのかもしれませんけれども、ちょっとこの資料を見てこの辺の大

きな違いっていったいなんなんだろうというようなのをちょっと確認をしたいんですけれど

も。 

 西嶋主査。 

西嶋主査 まず単純に言えることなんですけれども、整形外科につきましては火・水・木、

週 3回回診していまして、単純に患者数が多いという状況でございまして、その見合いで委

託料も増えているといった状況です。ほかの診療科につきましては、週 1回だとか月 2回程

度になってございますので、その比率の問題で特段整形が割合的に割高というわけではない

という状況です。以上です。 

新井田委員長 あとちょっと一つ、先ほど東事務局長のほうから竹田委員のほうからちょっ

とお尋ねあった入院患者含めて、病院を使用しているかたが増えているよと外来も含めて。 

 そういった言い方がそうでなかったらごめんなさい。特段病院としては、いわゆる営業的

な活動をされていないというような表現をされたようにちょっと思ったんです。そうであれ

ばその辺もちょっと問題なのかなという見解ですね。やはり冒頭から病院立て直しの計画も

含めて、ずっといままでやってきた中で、やはりその辺をきちんと踏まえてやらないと、少

なくてもやれる部分はやってほしいなというような思いでございます。おそらくそういう戦

略を組んでやったならば、もっともっと増えたんじゃないかなというふうに思いますし、尚

且つ病院経営もそれなりのプラスになったはずなんだというふうにちょっと認識させていた

だきましたので、その辺は今後ぜひ強烈な戦略をとってやると思うんですけれども、その辺

は今後に期待したいと思います。一応感じたことをちょっと述べさせていただきました。 

 ほかございませんか。 

 東 病院事務局長。 
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東 病院事業事務局長 先ほどの竹田委員のＰＲ不足云々っていうところでの私の回答の部

分です。私の勉強不足で大変申訳ございません。実際のところ、全職員含めていろいろ関係

する機関、事業所等に各会合等をして病院の状況を伝えた中で、活動等はしてきたと思いま

す。これからも私も含めていろいろな関係機関や町との情報共有の中で、しっかりとしたＰ

Ｒ活動をしていきたいと思います。以上です。 

新井田委員長 その手腕を発揮していただいて、頑張っていただければと思います。 

 ほかございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、それでは資本的収益こちらのほうについての説明を求め

たいと思います。 

 西嶋主査。 

西嶋主査 それでは、資料の 4ページ目をお願いいたします。 

 資本勘定について、支出のほうから説明いたします。 

1款 資本的支出、1項 建設改良費、1目 有形固定資産購入費です。 

購入したもの合計で 1億 5,931万 8,474円という状況です。 

購入した中身でございますが、決算実績報告書 7ページをお願いいたします。 

下段のほうに詳細を載せてございます。 

まず、患者送迎車両 2台、手動式除細動器ほか記載のとおりのものを購入してございま 

す。 

大きなものといたしましては、透析機器をシステム化して機器を一新したところでござい 

ます。 

資料に戻っていただきまして、2項 企業債償還金、1目 企業債償還金です。 

6,528万 2,645円ということで、例年同様の償還金となってございます。 

3項・1目 看護師奨学金貸付金です。 

1名の貸し付けがございまして、84万円の支出となってございます。 

4項・1目 医師奨学金貸付金です。 

こちらにつきましては、昨年途中補正をかけまして、新しく制度設計したものでございま 

すが、貸し出しした実績はございませんでした。 

 次に、上段の資本的収入に入らせていただきます。 

1款 資本的収入、1項 企業債、1目 企業債です。 

1億 3,660万につきましては、機器等の借り入れに係る企業債借入額となってございま

す。 

 2項・1目 他会計負担金です。3,266万 7,000円という状況です。一般会計の負担金と

なってございます。 

 3項・1目 国庫補助金です。5,049万 2,000円という状況です。 

 4項 道費補助金、1目 道費補助金です。374万 6,000円、機器に係る補助金が入って

ございます。 

 なお、支出・収入の差額につきましては、内部留保資金のほうで補填している状況となっ

てございます。 

 資本的勘定については、以上でございます。 
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新井田委員長 ありがとうございます。 

 いま資本勘定のほうの説明をいただきました。 

 質疑なにかございますでしょうか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、次にいさりび特養のほうの関係に移りたいと思います。 

 暫時、休憩いたします。 

 

休憩 午後 3 時 39 分 

再開 午後 3 時 42 分 

 

新井田委員長 休憩を解き、会議を再開いたします。 

 これより高齢者介護サービス会計のこのことついて、審査を行いたいと思います。 

 説明を求めたいと思います。 

 阿部事務長。 

阿部特別養護老人ホームいさりび事務長 それでは、いさりびの阿部です。よろしくお願いい

たします。 

 それでは、はじめに高齢者介護サービス事業会計、次に介護老人保健施設事業清算特別会

計について、説明させていただきます。 

 資料を中心に説明させていただきます。 

 また、決算書、決算実績報告書もあわせてご参照いただきたいと思います。 

 それでは、資料の 2ページをお開きください。 

1. 職員構成一覧につきましては、令和 7年 3月 31日現在の職員数となっております。 

 菊一管理者、井上施設長をはじめ、全体で 83名となってございます。令和 5年度は 82名

でしたので、1名増という状況です。 

 次に資料 3ページ、2.利用者状況・事業収益・事業費用についてご説明させていただきま

す。 

 利用状況については、入所と短期入所、通所となってございます。 

 入所の延人数ですけれども、2万 7,868名と、前年より 76名減ってございます。 

 1日平均ですと 76.35名となっておりまして、1日あたりの収入額は 1万 3,981円と、ほ

ぼ前年度同様の額となっております。 

 続いて、短期入所です。 

 延人数は 907名で、前年度より 87名のマイナスとなっております。 

 1日平均あたり 2.48名と前年度より 0.23名少ない状況です。 

 1日あたりの収入額につきましては、1万 2,942円となっております。 

前年度より 581円単価が上がった要因につきましては、要介護度の高いかたの割合が多く

なったことによるものでございます。 

次に、通所につきましては、延人数は4,888名と前年度より76名増加しております。 

1日平均人数ですと15.97名と、前年度より0.3名多い状況です。 

1日あたりの単価につきましては、1万1,089円と325円増えております。 

この単価の増についても、短期入所との要因と同様で、要介護度の高いかたの割合が多く
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なったということによるものです。 

次に、事業費用についてご説明いたします。 

資料の4ページをお開きください。 

決算実績報告書は3ページから5ページ、決算書は1ページ・2ページとなっております。 

特別養護老人ホーム事業費用の計では、5億1,325万882円と前年度より4,824万ほどの増と

なってございます。 

 主な増加につきましては、給与費が4,822万円ほどの増となっております。 

この要因については、人事院勧告に伴う給与費の増により、支出が増えてございます。 

次に、通所リハビリテーションの事業費用についても同様、給与費の増となってございま

す。 

続いて、事業収益について、資料は3ページに戻っていただきたいと思います。 

決算実績報告書は1ページ・2ページ、決算書は1ページ・2ページとなっております。 

特別養護老人ホーム事業収益の計は4億6,210万9,364円と、前年度より742万円ほどの増と

なっております。 

区分内訳につきましては、施設介護料にあたる介護料は入所にあたるものでございます。 

3億2,746万7,029円と、前年度より516万円の増となっております。 

次に、居宅介護料は短期入所にあたるものです。 

905万6,531円と、36万円ほどのマイナスです。 

利用者等利用料については6,480万1,092円で、229万円の増となっております。 

この229万円の増の要因につきましては、所得階層ですとか非課税世帯、また課税世帯等

の区分により、利用者の負担が変わることで、その分が増となってございます。 

続いて、施設運営事業外収益は6,074万4,712円となってございます。 

前年度より34万円ほどの増となります 

他会計負担金の56万円ほどのマイナスについては、過疎債利子償還分一般会計負担金の減

となっております。 

道費補助金の116万円ほどのマイナスにつきましては、緊急時介護人材確保補助金が減と

なったことが主な要因でございます。 

次に、長期前受金戻入では3,739万7,000円となっております。 

町が起債償還を支援した分を収入で見ることができることとなっております。 

前年度より127万6,000円の増となっております。これについては、介護ベッドの購入です

とか、あと送迎車両の更新が反映されております。 

続いて、通所リハビリテーションの事業収益についてです。 

合計は5,477万4,631円と、前年度より241万円ほどの増となってございます。 

続いて、4ページの下段の損益になります。 

一番下の経常損益ですけれども、マイナス5,265万2,501円と前年より4,653万円ほどのマ

イナスとなっております。 

この経常損益のマイナスの主な要因につきましては、先ほどの人事院勧告に伴う給与費の

増とご説明させていただきましたが、そこが主な要因でございます。 

次に、資料5ページになります。 

令和2年度から令和6年度までの運営状況を記載したものになります。 
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下から10行目くらいのところに、現金預金という欄がございます。令和6年度末の現金預

金につきましては、8,198万2,000円となってございます。 

前年度が1億3,523万1,000円だったことから、5,324万9,000円のマイナスとなっておりま

す。 

続いて、下の未収金については6,275万2,000円、未払金については2,787万円となってお

り、これにつきましては実績報告書の7ページに明細を記載してございますので、ご参照い

ただければと思います。 

なお、現金預金につきましても決算書の14ページにキャッシュ・フロー計算書がございま

すので、そちらのほうもご参照いただきたいと思います。 

 次に、資料の6ページをお開きください。 

 内部留保資金明細書を記載してございます。 

 下から9行目のところに、内部留保資金合計額がございます。令和6年度の内部留保資金

は、2億1,670万3,159円となっております。 

次に資料7ページにつきましては、特養の1年間の利用者数、新規入所者、退所者、含めた

内訳で、次の8ページについては通所の内訳となってございます。 

以上、収益的な説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

新井田委員長 ただいま、収益勘定について説明をいただきました。 

これについて、皆さんのほうから質疑を受けたいと思います。 

 平野委員。 

平野委員 1番 平野です。 

 こちらの施設の経営については、過去を遡っても大変数字的にも厳しい状況ですし、そこ

に対しての町の対応も以前羽沢副町長は、このいさりびについての今後の赤字あるいは借金

も含めて、町が面倒を見なければならないという話もされた中で、まずはこの施設を守って

いくということから町はそういう見解でしたし、ただ担当者としてはそれでいいわけではな

くて、少しでもこの経営改善を図らなければならないという考えをこれまでも述べてきたこ

とと思います。 

 そうは言ってもこの令和6年度の入所・短期入所を見てもほぼほぼこれ以上増やせる数字

ではないくらい努力されているのかなと私は感ずるんですけれども、過去から言うようにこ

の通所の部分をじゃあもう少し増やせるんじゃないかっていう話もされてきた経過から、実

際このいまの職員数、令和5年より1名増えて83名ということですけれども、いまのこの83名

で十分なのか、あるいは職員がもう少し増えればじゃあ通所の人数を増やせるのか。要は収

入を増やすためのいまでいっぱいならいっぱいで私は仕方がないと思うんですよね。ただ、

事務長から見てどこの部分をまだ増やせるという要素があるものなのかをお聞かせいただき

たいと思います。 

新井田委員長 阿部事務長。 

阿部特別養護老人ホームいさりび事務長 ただいまのご質問についてですけれども、まず入所

と短期入所はおっしゃるとおり、かなりもう良いところまで満床、去年についても一時的に

満床のことも8月・9月あたりは、80床満床になったこともございます。それで実際、退去さ

れるかたもどうしてもいて、その移動で入所と退所がびったり合うということはあり得ませ

んので、そこはかなり担当者も相談員も努力して、空床が極力なくなるように努力して、こ
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こまで成果が出ているものと考えております。 

 それにしてもまだもう少し空きベッドの空く期間が少しでも短くできないかということ

で、そこは引き続き検討して、入所については例えば1日の平均入所率が76.35とかというふ

うになっていますけれども、そこが77ですとか例えばそこくらいまで伸ばせるように、ここ

は引き続き努力している、いまも現在も続けているところです。 

 あと、通所についてありましたが、職員が不足しているから受け入れられないのではない

かというようなご質問のようにも聞こえたんですけれども、現在いる職員で受け入れる範囲

で受けているというのが現状です。ただ、セラピストと言いますか理学療法士ですとか作業

療法士の増員によって、受け入れが増加できることも予想はできますので、そこの職員につ

いては引き続き募集含めて、ただそこがその先生が増えたから全て賄えるわけでなくて、全

て介護員も必要となってきますので、あとスペースの問題もございます。いまがマックスで

はないものの、マックスには近い状況だということは認識していただきたいなと思います。 

 ただ、通所についてはもう少し受け入れ方の工夫をすることで、まだ増加はさせることが

できるのではないかなということは思ってございます。そのことによりまして住民、利用者

ニーズにも応えられるものだと思ってございます。以上です。 

新井田委員長 平野委員。 

平野委員 非常に前向きなこのいま現在の76.35から0.いくつでも伸ばしたいと。そうなる

ことによって、収入額が微増はできるという前向きなお言葉をいただきました。私個人的な

考えなんですけれども、そこをギリギリまで詰めてあげることも大事ではあると思いますけ

れども、やはりこの施設をこの木古内町で今後守っていくためには、当然職員の確保もしな

ければいけませんし、ある程度やはり職員の働く環境状況も介護職が大変厳しいという全国

的にも話ですから、ただこの木古内町の介護職については、働き方改革も含め、環境が良い

ですよということで逆にここの木古内町に介護職に来たいという努力も必要だと思います

し、そのことによって私は赤字が増えることを推奨する言葉は述べれるわけではありません

けれども、町がやはりある程度覚悟をもってこの施設を守るという言葉もありますので、ま

ずは少しでもの収入増を求めるのは当然ですけれども、環境の面でより努力していただきた

いということを申し添えて、そちら側からすると本来のそれが良いというようなコメントで

はありませんけれども、あくまで個人的な思いですので、そのことを申し添えて終わりたい

と思います。 

新井田委員長 ほかございませんか。 

 竹田委員。 

竹田委員 今回は、阿部事務長に代わっての一年間の運営だったんですよね。これは、昨年

の決算でも申し上げましたけれども、これやはり資料の 5ページを見ても現金の部分で、昨

年までは 1億 3,000万、今年度の決算の中では 8,000万、ただ 7年度執行していますから 8

か月、その分を考えればかなり現金が目減りしているのかなというふうに思います。例えば

7年度は、なんとかやはりクリアできたにしても、5年から 6年を見てもやはり給与費、人

件費がもう人勧等の影響でかなりアップしているんですよ。5年度もそうだったし、6年も

前年比の中ではかなりウエイトが占めているっていう状況なんですよ。これは、いま同僚委

員が言ったように、収益の部分で入所の数も前、東事務長ともいろいろ議論をする中でも、

80床の中で 80床というのはなかなか厳しいと思うんです。やはり 77・78くらいで、それ
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にプラスショートが入ってくるわけですから、それが一つのベッドの運用の中ではマックス

なのかなっていうふうに思っているんですよ。どうしてもうちのこの特養は、やはりユニッ

トの個室なんですよ。ということは、重症者等が多く入れば収益は上がるけれども、手がか

かるんですよ。ということは、人件費がプラス要因が必要になってくるっていう事態も出て

くるのかなって私達素人的な考えで心配するんですよね。ですから、この部分は私は特養い

さりびさんにどうこうっていうより、町が木古内町として特養のあり方をどうするかってい

う部分を抜本的にやはりしていかないとこの部分は埋まらないのかなっていうふうに思って

います。何年か前から起債の償還、清算のほうで約 4,000万くらいのそれは町のほうで肩代

わりをいましていますから、それでもこういう状況だということだとすれば、やはり菊一管

理者もやはり感じているのではないかなと思うんですけれども、やはり抜本的なテコ入れが

必要だろうというふうに思うんですけれども、その辺の見解っていうのはどのような。 

新井田委員長 菊一管理者。 

菊一病院事業管理者 介護報酬の改定が再来年になりますので、この人件費の高騰を反映せ

しめる機会まで、なんとか耐えないといけないと思っています。思っていますが、確かにご

指摘のとおりこのままだとキャッシュ・フローは途絶えるということは誰が見ても明らかで

すので、ただ私はやはり病院とこのいさりびというのは、もう病院事業として一体のものだ

というふうに捉えていますので、別に貸し借り、お金の会計簿上のやり取りだけで済むとは

思っていませんが、やはり病院と介護施設とは一体となって、この危機を乗り切らなきゃい

けないと思っていますので、その辺は実際いままでは病院は病院、いさりびはいさりびとい

うことでやってきた感があるんですが、今年度に入りましていろんな委員会や会議などにも

いさりびの職員にも参加していただき、もう少し人的交流も含めて助け合う、お互いにカバ

ーしあうというところをやっていければなと思っています。 

 あともう一つは人件費、早ければ来年度から外国人のいわゆる研修生が入ってくる仕組み

が実施できるかという準備がはじまっていますので、その辺りも含めて人材の確保、尚且つ

人件費の高騰を少しでも抑えていくということをやはり取り組む必要があるかと思います。 

 ちょっと答弁になっていませんが、ご指摘のとおりいろいろ大変悩ましい問題でありま

す。 

新井田委員長 竹田委員。 

竹田委員 管理者の意気込みは、やはり伝わりました。病院と特養、病院事業ですから一体

としてやはり考えていくって、やはりその部分をそのためには人件費の軽減につながる外国

人介護の導入も図っていくというそういう言葉もいま発しました。当然、その背景にはもし

資金不足が生じれば病院事業会計で補填をするっていうそういうことだと思うんですけれど

も、その確認だけ。 

新井田委員長 菊一管理者。 

菊一病院事業管理者 これは、全く決して病院が潤っているわけではありませんが、病院も

剰余金を取り崩しているような状況ですから、決して豊かなわけではないんですが、ただ先

ほども申しましたように、病院といさりびというのは一体となって守っていくべきだという

ふうに思っていますので、人的交流、人が手伝いに行ったり、お互いに助け合ったりとかと

いうことを含めて、会計の上での資金ショートというようなことは、決してないようにする

つもりでございます。 
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新井田委員長 ほかございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、次に資本的勘定のほうに説明を求めたいと思います。 

 阿部事務長。 

阿部特別養護老人ホームいさりび事務長 それでは次に、資本的収支について説明させていた

だきます。 

 こちらについては、決算実績報告書の 6ページをお開きください。 

 それでは、支出について説明させていただきます。 

1款 資本的支出、1項 建設改良費、1目 有形固定資産購入費、節 備品購入費では

1,732万 5,000円、これについてはセンサー内蔵介護ベッド一式の購入をしてござ

います。 

続いて、節 工事請負費では1,430万円につきましては、中央監視装置・自動制御装置機

器の工事費となってございます 

次に、決算書の12ページには、建設改良の概況を記載してございますので、そちらのほう

にただいま説明しましたものの着工年月日ですとか竣工年月日、請負業者等が確認できるよ

うになっておりますので、ご参照いただきたいと思います。 

 続いて、2項・1目 企業債償還金、節 企業債元金償還金で、389万1,640円となってござ

います。これにつきましては、特養になってから起債を借りた際の償還金となっておりま

す。 

 続いて、3項 繰出金、1目・節 介護老人保健施設事業清算特別会計繰出金です。 

 3,774万8,489円は、老健の時の起債の償還金となっております。 

 続いて、4項・1目・節 介護福祉士養成修学資金貸付金と、次の5項の介護職員支度金貸

付金については、実績はゼロとなっております。 

 続いて、収入になります。 

1款 資本的収入、1項・1目・節 企業債 1,950万円となっております。 

 これにつきましては、有形固定資産の購入費に充てた企業債となっております。 

続いて、2項・1目・節 他会計負担金 3,774万8,000円につきましては、企業債償還にあ

たる一般会計からの負担金となっております。 

続いて、3項・1目・節 道費補助金 1,200万円については、介護ロボット導入支援事業

費補助金として収入しております。 

以上、資本的収支の決算について、報告を終わらせていただきます。よろしくお願いいた

します。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

 これより質疑を受けたいと思います。 

 なにかございますか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、次に老健清算特別会計がございますので、これについて

も継続して説明を求めたいと思います。 

 阿部事務長。 

阿部特別養護老人ホームいさりび事務長 続きまして、清算特別会計の説明をさせていただき
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ます。 

介護老人保健施設清算特別会計決算書で、説明させていただきます。 

12ページ・13ページをお開き願います。 

1款・1項・1目 老健事業清算費、22節 償還金利子及び割引料で、4,474万8,724円とな

っております。 

元金で3,774万8,489円、利子では700万235円となっております。 

続いて、8ページ・9ページをお開きください。 

1款・1項 繰入金、1目・1節 高齢者介護サービス事業会計繰入金では、4,474万8,724円

となっております。 

歳入と歳出は、同額となってございます。 

以上で、説明を終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

新井田委員長 ありがとうございました。 

 ただいま、説明がございました。 

 これについて質疑を受けたいと思います。 

 ございますでしょうか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 ないようですので、以上をもちまして、病院事業会計を終了といたします。 

 お疲れ様でした。どうもありがとうございます。 

 暫時、休憩いたします。 

 

休憩 午後 4 時 14 分 

再開 午後 4 時 15 分 

 

新井田委員長 それでは、休憩を解き、会議を再開いたします。 

 皆さんに確認をさせていただきます。 

 本日の委員会の中で、総括に残る案件について、なしということでよろしいでしょうか。 

  （「なし」と呼ぶ声あり） 

新井田委員長 なしということで、決定いたしました。 

 以上をもちまして、第 3回令和 6年度木古内町決算審査特別委員会を終了いたします。 

 あすもまた 9時半から開会となりますので、よろしくお願いいたします。 
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説明員 鈴木町長、羽沢副町長、幅崎総務課長、幅崎選挙管理委員会書記長 

    吉田（宏）保健福祉課長、敦澤（裕）主査、後藤主査、中村主任、宮下技師 

    河合保健師、畑中税務課長、渡辺主査、羽澤町民課長、柏谷主査、吉田（匠）主査 

    武部主査、菊一病院事業管理者、東病院事業事務局長、益子総看護師長、西嶋主査 

    遠藤主事、阿部特別養護老人ホームいさりび事務長 

 

 

 

 

 

【傍聴（議会モニター）】 

 後藤美津江、舘政俊春 

【報道】なし 

 

 

 

 

 

令和 6年度決算審査特別委員会 

委員長 新井田 昭 男 

 

 

 

 

 

 

 

 


